
(57)【要約】

　　　【課題】　柔軟性及び軽量化を保ちつつ、レイア

ウトフリーで多数のアンテナを実装でき、耐久性にも優

れていること。

　　　【解決手段】　導電性を有し、被験者の体の一部

を覆うよう型取られた導電シートと、該導電シート上に

散在され、該導電シートを利用して近接した通信モジュ

ールに信号を伝達していく複数の通信モジュールと、を

含んだ２次元拡散信号伝送テクノロジを用いた基板を有

した着衣であって、該複数の通信モジュールの中の少な

くとも１つの通信モジュールに外部機器と通信する為の

通信手段を搭載し、該通信手段が該外部機器に対して空

間中を伝搬される空間伝搬信号を送信または受信或いは

送受信できるよう、該導電シートに空間伝搬信号を透過

させる領域を持たせた。

【選択図】　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 導 電 性 を 有 し 、 被 験 者 の 体 の 一 部 を 覆 う よ う 型 取 ら れ た 導 電 シ ー ト と 、 該 導 電 シ ー ト 上
に 散 在 さ れ 、 該 導 電 シ ー ト を 利 用 し て 近 接 し た 通 信 モ ジ ュ ー ル に 信 号 を 伝 達 し て い く 複 数
の 通 信 モ ジ ュ ー ル と 、 を 含 ん だ ２ 次 元 拡 散 信 号 伝 送 テ ク ノ ロ ジ を 用 い た 基 板 を 有 し た 、 着
用 さ せ た 被 験 者 の 体 に 関 す る 情 報 を 取 得 す る 為 の 通 信 機 能 付 き 着 衣 で あ っ て 、
　 該 複 数 の 通 信 モ ジ ュ ー ル の 中 の 少 な く と も １ つ の 通 信 モ ジ ュ ー ル に 、 外 部 機 器 と 通 信 す
る 為 の 通 信 手 段 を 搭 載 し 、
　 該 通 信 手 段 が 該 外 部 機 器 に 対 し て 空 間 中 を 伝 搬 さ れ る 空 間 伝 搬 信 号 を 送 信 ま た は 受 信 或
い は 送 受 信 で き る よ う 、 該 導 電 シ ー ト に 空 間 伝 搬 信 号 を 透 過 さ せ る 領 域 を 持 た せ た こ と 、
を 特 徴 と す る 通 信 機 能 付 き 着 衣 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 導 電 シ ー ト に 、 前 記 通 信 手 段 の 少 な く と も 一 部 を 露 出 さ せ る 開 口 部 で あ っ て 、 空 間
伝 搬 信 号 を 透 過 さ せ る 通 信 用 開 口 部 を 形 成 し た こ と 、 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 通 信
機 能 付 き 着 衣 。
【 請 求 項 ３ 】
　 露 出 さ せ た 前 記 通 信 手 段 を 前 記 導 電 シ ー ト 上 に 配 置 し た こ と 、 を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に
記 載 の 通 信 機 能 付 き 着 衣 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 通 信 手 段 は 前 記 通 信 モ ジ ュ ー ル 上 に 積 層 さ れ て お り 、 該 通 信 手 段 の 前 記 導 電 シ ー ト
へ の 射 影 領 域 は 、 該 通 信 モ ジ ュ ー ル の 前 記 導 電 シ ー ト へ の 射 影 領 域 よ り 広 い こ と 、 を 特 徴
と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の 通 信 機 能 付 き 着 衣 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 複 数 の 通 信 モ ジ ュ ー ル の 中 の 少 な く と も １ つ の 通 信 モ ジ ュ ー ル に 、 被 験 者 の 体 調 に
関 す る 体 調 情 報 を 取 得 す る 為 の セ ン サ を 搭 載 し た こ と 、 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項
４ の い ず れ か に 記 載 の 通 信 機 能 付 き 着 衣 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 導 電 シ ー ト に 、 前 記 セ ン サ を 被 験 者 に 密 着 さ せ る 為 の 第 １ の セ ン サ 用 開 口 部 を さ ら
に 形 成 し た こ と 、 を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 通 信 機 能 付 き 着 衣 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 導 電 シ ー ト が 絶 縁 性 を 有 す る 絶 縁 シ ー ト に 覆 わ れ て い る 場 合 、 該 絶 縁 シ ー ト に 、 前
記 セ ン サ を 被 験 者 に 密 着 さ せ る 為 の 第 ２ の セ ン サ 用 開 口 部 を 形 成 し た こ と 、 を 特 徴 と す る
請 求 項 ６ に 記 載 の 通 信 機 能 付 き 着 衣 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 セ ン サ を 搭 載 し た 通 信 モ ジ ュ ー ル の 各 々 は 、 体 温 を 測 定 す る 為 の セ ン サ 、 呼 吸 数 や
心 拍 数 或 い は 血 圧 を 測 定 す る 為 の セ ン サ 、 血 流 量 を 測 定 す る 為 の セ ン サ 、 酸 素 飽 和 度 を 測
定 す る 為 の セ ン サ 、 発 汗 を 測 定 す る 為 の セ ン サ 、 尿 酸 値 を 測 定 す る 為 の セ ン サ 、 出 血 の 有
無 を 測 定 す る 為 の セ ン サ 、 或 い は 心 電 測 定 す る 為 の 電 極 の い ず れ か の セ ン サ を 搭 載 し た こ
と 、 を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ か ら 請 求 項 ７ の い ず れ か に 記 載 の 通 信 機 能 付 き 着 衣 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 複 数 の 通 信 モ ジ ュ ー ル の 各 々 が 取 得 し た 情 報 が 自 身 に 伝 達 さ れ る よ う そ の 伝 達 経 路
を 決 定 す る 経 路 決 定 処 理 と 、 伝 達 さ れ た 各 情 報 に 所 定 の 処 理 を 施 し て モ ニ タ 表 示 可 能 に 変
換 す る 情 報 変 換 処 理 と 、 を 実 行 す る 制 御 手 段 を さ ら に 備 え た こ と 、 を 特 徴 と す る 請 求 項 １
か ら 請 求 項 ８ の い ず れ か に 記 載 の 通 信 機 能 付 き 着 衣 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 複 数 の 通 信 モ ジ ュ ー ル の 中 の 少 な く と も １ つ の 通 信 モ ジ ュ ー ル に 前 記 セ ン サ が 装 着
さ れ て い る 場 合 、 前 記 制 御 手 段 は 、 該 外 部 機 器 か ら 受 信 し た 信 号 及 び 前 記 セ ン サ が 取 得 し
た 前 記 体 調 情 報 を 、 同 一 タ イ ミ ン グ 毎 に 自 身 に 伝 達 さ せ る こ と 、 を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に
記 載 の 診 断 用 着 衣 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ １ 】
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　 前 記 複 数 の 通 信 モ ジ ュ ー ル の 中 の 少 な く と も １ つ の 通 信 モ ジ ュ ー ル に 前 記 セ ン サ が 装 着
さ れ て い る 場 合 、 前 記 制 御 手 段 は 、 該 外 部 機 器 か ら 受 信 し た 信 号 と 前 記 セ ン サ が 取 得 し た
前 記 体 調 情 報 と を 、 そ れ ぞ れ 異 な っ た タ イ ミ ン グ 毎 に 自 身 に 伝 達 さ せ る こ と 、 を 特 徴 と す
る 請 求 項 ９ に 記 載 の 診 断 用 着 衣 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 制 御 手 段 は 、 外 部 機 器 か ら 受 信 し た 信 号 を 第 １ の タ イ ミ ン グ 毎 に 自 身 に 伝 達 さ せ 、
前 記 セ ン サ が 取 得 し た 前 記 体 調 情 報 を 、 該 第 １ の タ イ ミ ン グ よ り 間 隔 の 長 い 第 ２ の タ イ ミ
ン グ 毎 に 自 身 に 伝 達 さ せ る こ と 、 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 診 断 用 着 衣 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 制 御 手 段 は 、 外 部 機 器 か ら の 信 号 を 受 信 さ せ る 通 信 手 段 の 選 択 処 理 を 、 該 外 部 機 器
か ら 受 信 し た 信 号 及 び 前 記 セ ン サ が 取 得 し た 前 記 体 調 情 報 を 自 身 に 伝 達 さ せ る タ イ ミ ン グ
よ り 間 隔 の 長 い 第 ３ の タ イ ミ ン グ 毎 に 実 行 す る こ と 、 を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ か ら 請 求 項 １
２ の い ず れ か に 記 載 の 診 断 用 着 衣 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 少 な く と も １ つ の 通 信 モ ジ ュ ー ル に 前 記 セ ン サ が 搭 載 さ れ て い る 場 合 、 前 記 制 御 手
段 は 、 変 換 後 の 前 記 体 調 情 報 を 変 換 後 の 画 像 情 報 に 重 畳 さ せ 、 モ ニ タ に 同 時 に 表 示 さ せ る
こ と 、 を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ か ら 請 求 項 １ ３ の い ず れ か に 記 載 の 通 信 機 能 付 き 着 衣 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 体 腔 内 に 投 入 さ れ る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 で あ っ て 、 該 体 腔 内 の 画 像 を 撮 像 し て 画 像 情 報 を
取 得 す る 撮 像 手 段 と 、 該 画 像 情 報 を 外 部 機 器 に 送 信 す る 為 の 無 線 通 信 手 段 と 、 を 有 し た カ
プ セ ル 型 内 視 鏡 と 、
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 １ ４ の い ず れ か に 記 載 の 通 信 機 能 付 き 着 衣 で あ っ て 、 該 無 線 通 信 手
段 か ら の 画 像 情 報 を 受 信 す る 通 信 機 能 付 き 着 衣 と 、
　 前 記 情 報 変 換 処 理 が 施 さ れ た 情 報 を 表 示 す る モ ニ タ と 、 を 備 え た こ と 、 を 特 徴 と す る 内
視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 通 信 手 段 を 搭 載 し た 少 な く と も １ つ の 通 信 モ ジ ュ ー ル の 中 か ら 、 前
記 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 に 対 す る 受 信 強 度 が 最 も 高 い 通 信 モ ジ ュ ー ル を 選 択 し 、
　 選 択 さ れ た 通 信 モ ジ ュ ー ル に 、 該 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 と の 通 信 処 理 を 実 行 さ せ る こ と 、 を
特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 通 信 処 理 に お い て 前 記 通 信 モ ジ ュ ー ル は 、 前 記 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 に 電 源 を 供 給 す る
為 の 空 間 伝 搬 信 号 を 所 定 の タ イ ミ ン グ で 発 信 す る こ と 、 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ に 記 載 の
内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 互 い に 絶 縁 さ れ た 、 被 験 者 の 体 の 一 部 を 覆 う よ う 型 取 ら れ た 第 １ の 導 電 シ ー ト と 、 該 第
１ の 導 電 シ ー ト を 覆 う よ う に 配 置 さ れ た 第 ２ の 導 電 シ ー ト と 、 こ れ ら の 導 電 シ ー ト に 介 在
さ れ 、 少 な く と も 一 方 の 導 電 シ ー ト を 利 用 し て 近 接 し た 通 信 モ ジ ュ ー ル に 画 像 情 報 を 伝 達
し て い く 複 数 の 通 信 モ ジ ュ ー ル と 、 を 含 ん だ ２ 次 元 拡 散 信 号 伝 送 テ ク ノ ロ ジ を 用 い た 基 板
を 有 し た 、 着 用 さ せ た 被 験 者 の 体 腔 内 の 画 像 情 報 を 取 得 す る 為 の 通 信 機 能 付 き 着 衣 で あ っ
て 、
　 該 複 数 の 通 信 モ ジ ュ ー ル の 中 の 少 な く と も １ つ の 通 信 モ ジ ュ ー ル に 、 外 部 機 器 と 通 信 す
る 為 の 通 信 手 段 を 搭 載 し 、
　 該 通 信 手 段 が 該 外 部 機 器 に 対 し て 空 間 中 を 伝 搬 さ れ る 空 間 伝 搬 信 号 を 送 信 ま た は 受 信 或
い は 送 受 信 で き る よ う 、 該 第 １ の 導 電 シ ー ト に 空 間 伝 搬 信 号 を 透 過 さ せ る 領 域 を 持 た せ た
こ と 、 を 特 徴 と す る 通 信 機 能 付 き 着 衣 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 着 用 さ せ た 被 験 者 の 体 に 関 す る 情 報 を 取 得 す る 為 の 通 信 機 能 付 き 着 衣 、 及
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び 該 着 衣 を 備 え た 内 視 鏡 シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 被 験 者 の 体 腔 内 を 観 察 す る 場 合 、 ケ ー ブ ル や フ ァ イ バ を 配 置 し た 可 撓 管 の 先 端 部
に あ る 撮 像 素 子 に よ り 当 該 体 腔 内 の 画 像 を 撮 像 す る 電 子 内 視 鏡 が 利 用 さ れ て い る 。 し か し
な が ら こ の よ う な 内 視 鏡 は 、 長 い 可 撓 管 を 体 腔 内 に 挿 入 す る 形 態 で あ る 為 、 被 験 者 に と っ
て 負 担 と な っ て い る 。 ま た 、 こ の よ う な 内 視 鏡 で は 、 そ の 内 部 が 細 長 く 且 つ 蛇 行 し た 腸 類
に 挿 入 さ せ る こ と が 難 し い 。 そ こ で 近 年 、 被 験 者 の 負 担 を 軽 減 さ せ る と 共 に 腸 類 の 観 察 も
想 定 し た カ プ セ ル 型 の 内 視 鏡 を 備 え た 様 々 な シ ス テ ム が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 特 許 文 献
１ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ９ １ １ １ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た シ ス テ ム は 、 複 数 の ア ン テ ナ を 搭 載 し た ベ ル ト を 被 験 者 の
体 に 巻 き 付 け た り 接 着 し た り し 、 体 腔 内 に 投 入 し た カ プ セ ル 型 内 視 鏡 か ら 発 信 さ れ る 電 波
を 当 該 ア ン テ ナ に よ り 受 信 さ せ 、 そ の 発 信 源 の 位 置 を 探 知 す る も の で あ る 。 な お 、 当 該 文
献 に お い て 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 は 、 体 腔 内 の 状 態 を 測 定 す る も の や 、 体 腔 内 の 画 像 を 撮 像
す る も の と し て 記 載 さ れ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 特 許 文 献 １ に 記 載 の ベ ル ト に 搭 載 さ れ た 各 ア ン テ ナ は 、 有 線 ケ ー ブ ル 或 い は 銅 箔 の
パ タ ー ン に よ っ て ベ ル ト 全 体 の 制 御 を 司 る 信 号 レ コ ー ダ に 接 続 さ れ て い る 。 し か し な が ら
こ の よ う な 構 成 の 場 合 、 以 下 に 指 摘 す る 問 題 点 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 例 え ば 各 ア ン テ ナ が 有 線 ケ ー ブ ル に よ り 信 号 レ コ ー ダ に 接 続 さ れ て い る 場 合 、 上 記 ベ ル
ト 上 に 、 各 ア ン テ ナ と 各 ケ ー ブ ル と を 実 装 す る 必 要 が あ る 。 こ の 為 、 ア ン テ ナ １ つ を 実 装
す る 為 に 必 要 な 面 積 が 大 き く な っ て し ま い 、 多 数 の ア ン テ ナ を 実 装 す る こ と が で き な い 。
従 っ て 、 体 腔 内 の 全 範 囲 を 受 信 可 能 領 域 と し て カ バ ー で き な い 可 能 性 が あ る 。 ま た 、 体 に
巻 き 付 け ら れ る も の で あ る 為 に 柔 軟 性 が 要 求 さ れ る が 、 上 記 ケ ー ブ ル を 実 装 す る こ と に よ
り そ の 柔 軟 性 は 失 わ れ て し ま う 。 さ ら に 、 多 数 の ケ ー ブ ル を 実 装 す る こ と に よ り ベ ル ト 自
体 の 重 量 が 増 加 し て し ま う 為 、 被 験 者 に 対 す る 負 担 が 大 き く な っ て し ま う 。 ま た 、 ベ ル ト
を 頻 繁 に 屈 曲 さ せ る こ と に よ り 、 当 該 ケ ー ブ ル の 断 線 と い っ た 問 題 も 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 各 ア ン テ ナ が 銅 箔 の パ タ ー ン に よ り 信 号 レ コ ー ダ に 接 続 さ れ て い る 場 合 、 上 記 ベ
ル ト は 、 フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 基 板 か ら 成 る と 想 像 さ れ る 。 こ の 為 、 上 述 の 有 線 ケ ー ブ ル
の 場 合 と 比 較 す る と 、 あ る 程 度 の 柔 軟 性 が 確 保 さ れ る 。 し か し な が ら 実 装 さ れ た 素 子 に 応
じ た パ タ ー ン を 基 板 上 に 形 成 す る 必 要 が あ る 為 、 ア ン テ ナ を 実 装 で き る 領 域 に 制 限 が 生 じ
て し ま う 。 従 っ て 、 最 適 な 位 置 に ア ン テ ナ を 実 装 で き な か っ た り 、 多 数 の ア ン テ ナ を 実 装
で き な か っ た り す る と い う 事 態 を 招 く 。 ま た 、 パ タ ー ン を 頻 繁 に 屈 曲 さ せ る こ と に よ り 、
当 該 パ タ ー ン を 断 線 さ せ て し ま う 可 能 性 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 い ず れ の 場 合 に お い て も ア ン テ ナ は 基 板 上 に 露 出 さ れ て 実 装 さ れ て い る 。 こ の 為
、 ア ン テ ナ が カ プ セ ル 型 内 視 鏡 以 外 の 外 部 機 器 か ら も 信 号 を 受 信 し て し ま う こ と が あ り 、
画 像 信 号 の Ｓ ／ Ｎ 比 を 低 下 さ せ る 要 因 と な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 上 記 の 事 情 に 鑑 み 、 柔 軟 性 及 び 軽 量 化 を 保 ち つ つ 、 レ イ ア ウ ト フ リ ー
で 多 数 の 通 信 手 段 を 実 装 で き 、 耐 久 性 に も 優 れ た 通 信 機 能 付 き 着 衣 及 び 該 着 衣 を 備 え た 内
視 鏡 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。 ま た 、 周 囲 の 環 境 に 左 右 さ れ る こ と な く 高 い
Ｓ ／ Ｎ 比 で 画 像 信 号 を 取 得 す る こ と が で き る 通 信 機 能 付 き 着 衣 及 び 該 着 衣 を 備 え た 内 視 鏡
シ ス テ ム を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 通 信 機 能 付 き 着 衣 は 、 導 電 性 を 有 し 、 被 験
者 の 体 の 一 部 を 覆 う よ う 型 取 ら れ た 導 電 シ ー ト と 、 該 導 電 シ ー ト 上 に 散 在 さ れ 、 該 導 電 シ
ー ト を 利 用 し て 近 接 し た 通 信 モ ジ ュ ー ル に 信 号 を 伝 達 し て い く 複 数 の 通 信 モ ジ ュ ー ル と 、
を 含 ん だ ２ 次 元 拡 散 信 号 伝 送 テ ク ノ ロ ジ を 用 い た 基 板 を 有 し た 、 着 用 さ せ た 被 験 者 の 体 に
関 す る 情 報 を 取 得 す る 為 の 着 衣 で あ り 、 該 複 数 の 通 信 モ ジ ュ ー ル の 中 の 少 な く と も １ つ の
通 信 モ ジ ュ ー ル に 外 部 機 器 と 通 信 す る 為 の 通 信 手 段 を 搭 載 し 、 該 通 信 手 段 が 該 外 部 機 器 に
対 し て 空 間 中 を 伝 搬 さ れ る 空 間 伝 搬 信 号 を 送 信 ま た は 受 信 或 い は 送 受 信 で き る よ う 、 該 導
電 シ ー ト に 空 間 伝 搬 信 号 を 透 過 さ せ る 領 域 を 持 た せ て い る 。 な お 、 こ の 通 信 機 能 付 き 着 衣
は 、 導 電 シ ー ト に 、 通 信 手 段 の 少 な く と も 一 部 を 露 出 さ せ る 開 口 部 で あ っ て 、 空 間 伝 搬 信
号 を 透 過 さ せ る 通 信 用 開 口 部 が 形 成 さ れ た も の で あ っ て も よ い 。 ま た 、 露 出 さ せ た 通 信 手
段 を 導 電 シ ー ト 上 に 配 置 し た も の で あ っ て も よ い 。 ま た 、 通 信 手 段 は 通 信 モ ジ ュ ー ル 上 に
積 層 さ れ た も の で あ っ て も よ く 、 ま た 、 通 信 手 段 の 導 電 シ ー ト へ の 射 影 領 域 は 、 通 信 モ ジ
ュ ー ル の 導 電 シ ー ト へ の 射 影 領 域 よ り 広 い も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 上 記 通 信 機 能 付 き 着 衣 は 、 複 数 の 通 信 モ ジ ュ ー ル の 中 の 少 な く と も １ つ の 通 信 モ
ジ ュ ー ル に 、 被 験 者 の 体 調 に 関 す る 体 調 情 報 を 取 得 す る 為 の セ ン サ を 搭 載 し た も の で あ っ
て も よ い 。 ま た 、 導 電 シ ー ト に セ ン サ を 被 験 者 に 密 着 さ せ る 為 の 第 １ の セ ン サ 用 開 口 部 を
さ ら に 形 成 し た も の で あ っ て も よ い 。 ま た 、 導 電 シ ー ト が 絶 縁 性 を 有 す る 絶 縁 シ ー ト に 覆
わ れ て い る 場 合 、 該 絶 縁 シ ー ト に 、 該 セ ン サ を 被 験 者 に 密 着 さ せ る 為 の 第 ２ の セ ン サ 用 開
口 部 を 形 成 し て も よ い 。 上 記 セ ン サ に は 、 例 え ば 、 体 温 を 測 定 す る 為 の セ ン サ 、 呼 吸 数 や
心 拍 数 或 い は 血 圧 を 測 定 す る 為 の セ ン サ 、 血 流 量 を 測 定 す る 為 の セ ン サ 、 酸 素 飽 和 度 を 測
定 す る 為 の セ ン サ 、 発 汗 を 測 定 す る 為 の セ ン サ 、 尿 酸 値 を 測 定 す る 為 の セ ン サ 、 出 血 の 有
無 を 測 定 す る 為 の セ ン サ 、 或 い は 心 電 測 定 す る 為 の 電 極 な ど が あ り 、 セ ン サ を 搭 載 し た 通
信 モ ジ ュ ー ル の 各 々 は 、 上 述 の い ず れ か の セ ン サ を 搭 載 し た も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 上 記 通 信 機 能 付 き 着 衣 は 、 複 数 の 通 信 モ ジ ュ ー ル の 各 々 が 取 得 し た 情 報 が 自 身 に
伝 達 さ れ る よ う そ の 伝 達 経 路 を 決 定 す る 経 路 決 定 処 理 と 、 伝 達 さ れ た 各 情 報 に 所 定 の 処 理
を 施 し て モ ニ タ 表 示 可 能 に 変 換 す る 情 報 変 換 処 理 と を 実 行 す る 制 御 手 段 を さ ら に 備 え た も
の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 な お 、 前 述 の 通 信 機 能 付 き 着 衣 に お い て 、 複 数 の 通 信 モ ジ ュ ー ル の 中 の 少 な く と も １ つ
の 通 信 モ ジ ュ ー ル に セ ン サ が 装 着 さ れ て い る 場 合 、 制 御 手 段 は 、 該 外 部 機 器 か ら 受 信 し た
信 号 及 び 該 セ ン サ が 取 得 し た 体 調 情 報 を 、 同 一 タ イ ミ ン グ 毎 に 自 身 に 伝 達 さ せ る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 或 い は 、 該 外 部 機 器 か ら 受 信 し た 信 号 と 該 セ ン サ が 取 得 し た 体 調 情 報 と を 、 そ れ ぞ れ 異
な っ た タ イ ミ ン グ 毎 に 自 身 に 伝 達 さ せ る こ と が で き る 。 こ の と き 制 御 手 段 は 、 外 部 機 器 か
ら 受 信 し た 信 号 を 第 １ の タ イ ミ ン グ 毎 に 自 身 に 伝 達 さ せ 、 該 体 調 情 報 を 、 該 第 １ の タ イ ミ
ン グ よ り 間 隔 の 長 い 第 ２ の タ イ ミ ン グ 毎 に 自 身 に 伝 達 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 制 御 手 段 は 、 外 部 機 器 か ら の 信 号 を 受 信 さ せ る 通 信 手 段 の 選 択 処 理 を 、 該 外 部 機
器 か ら 受 信 し た 信 号 及 び 該 セ ン サ が 取 得 し た 体 調 情 報 を 自 身 に 伝 達 さ せ る タ イ ミ ン グ よ り
間 隔 の 長 い 第 ３ の タ イ ミ ン グ 毎 に 実 行 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 制 御 手 段 は 、 変 換 後 の 体 調 情 報 を 変 換 後 の 画 像 情 報 に 重 畳 さ せ 、 モ ニ タ に 同 時 に
表 示 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 上 記 の 課 題 を 解 決 す る 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム は 、 体 腔 内 に 投 入 さ
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れ る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 で あ っ て 、 該 体 腔 内 の 画 像 を 撮 像 し て 画 像 情 報 を 取 得 す る 撮 像 手 段
と 、 該 画 像 情 報 を 外 部 機 器 に 送 信 す る 為 の 無 線 通 信 手 段 と を 有 し た カ プ セ ル 型 内 視 鏡 と 、
上 述 し た い ず れ か に 記 載 の 通 信 機 能 付 き 着 衣 で あ っ て 、 該 無 線 通 信 手 段 か ら の 画 像 情 報 を
受 信 す る 通 信 機 能 付 き 着 衣 と 、 情 報 変 換 処 理 が 施 さ れ た 情 報 を 表 示 す る モ ニ タ と を 備 え た
も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 上 記 内 視 鏡 シ ス テ ム に お い て 、 制 御 部 は 、 通 信 手 段 を 搭 載 し た 少 な く と も １ つ の
通 信 モ ジ ュ ー ル の 中 か ら 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 に 対 す る 受 信 強 度 が 最 も 高 い 通 信 モ ジ ュ ー ル
を 選 択 し 、 選 択 さ れ た 通 信 モ ジ ュ ー ル に 、 該 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 と の 通 信 処 理 を 実 行 さ せ る
こ と が で き る 。 こ の 通 信 処 理 に お い て 通 信 モ ジ ュ ー ル は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 に 電 源 を 供 給
す る 為 の 空 間 伝 搬 信 号 を 所 定 の タ イ ミ ン グ で 発 信 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 上 記 の 課 題 を 解 決 す る 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 通 信 機 能 付 き 着 衣 は 、 互 い に 絶 縁 さ
れ た 、 被 験 者 の 体 の 一 部 を 覆 う よ う 型 取 ら れ た 第 １ の 導 電 シ ー ト と 、 該 第 １ の 導 電 シ ー ト
を 覆 う よ う に 配 置 さ れ た 第 ２ の 導 電 シ ー ト と 、 こ れ ら の 導 電 シ ー ト に 介 在 さ れ 、 少 な く と
も 一 方 の 導 電 シ ー ト を 利 用 し て 近 接 し た 通 信 モ ジ ュ ー ル に 画 像 情 報 を 伝 達 し て い く 複 数 の
通 信 モ ジ ュ ー ル と 、 を 含 ん だ ２ 次 元 拡 散 信 号 伝 送 テ ク ノ ロ ジ を 用 い た 基 板 を 有 し た 、 着 用
さ せ た 被 験 者 の 体 腔 内 の 画 像 情 報 を 取 得 す る 為 の 着 衣 で あ り 、 該 複 数 の 通 信 モ ジ ュ ー ル の
中 の 少 な く と も １ つ の 通 信 モ ジ ュ ー ル に 外 部 機 器 と 通 信 す る 為 の 通 信 手 段 を 搭 載 し 、 該 通
信 手 段 が 該 外 部 機 器 に 対 し て 空 間 中 を 伝 搬 さ れ る 空 間 伝 搬 信 号 を 送 信 ま た は 受 信 或 い は 送
受 信 で き る よ う 、 該 第 １ の 導 電 シ ー ト に 空 間 伝 搬 信 号 を 透 過 さ せ る 領 域 を 持 た せ て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の ア ン テ ナ 機 能 付 き 着 衣 は 、 ２ 次 元 拡 散 信 号 伝 送 テ ク ノ ロ ジ を 採 用 し た 基 板 を 有
し 、 そ の 導 電 層 に 特 定 方 向 か ら の 電 磁 波 が 透 過 可 能 な 領 域 を 形 成 し て い る 。 こ れ に よ り 、
周 囲 の 環 境 に 左 右 さ れ る こ と な く 高 い Ｓ ／ Ｎ 比 で 所 望 の 信 号 を 送 受 信 で き る 。 ま た 、 柔 軟
性 及 び 軽 量 化 を 保 ち つ つ 、 レ イ ア ウ ト フ リ ー で 多 数 の ア ン テ ナ を 実 装 で き 、 耐 久 性 に も 優
れ た ア ン テ ナ 機 能 付 き 着 衣 を 実 現 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム は 、 本 発 明 の 特 徴 部 分 で あ る ア ン テ ナ 機 能 付 き 着 衣
を 備 え た も の で あ る 。 こ の ア ン テ ナ 機 能 付 き 着 衣 は 、 有 線 ケ ー ブ ル や 銅 箔 の パ タ ー ン を 用
い る こ と な く 、 そ の 着 衣 上 に 被 験 者 の 体 調 や 体 腔 内 の 画 像 情 報 を 取 得 す る 為 の 回 路 が 実 装
さ れ た も の で あ り 、 よ り 優 れ た 柔 軟 性 や 耐 久 性 、 軽 量 化 、 設 計 の 自 由 度 、 よ り 高 密 度 な ア
ン テ ナ の 実 装 、 及 び 高 Ｓ ／ Ｎ 比 の 画 像 信 号 の 取 得 な ど を 実 現 す る も の で あ る 。 以 下 に 、 図
面 を 参 照 し て 、 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム の 構 成 及 び 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム １ ０ の 構 成 を 示 し た ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 本
実 施 形 態 で は 、 内 視 鏡 シ ス テ ム １ ０ を 利 用 し 、 被 験 者 １ の 体 調 や 体 腔 内 の 画 像 情 報 を 取 得
し て 当 該 被 験 者 に 対 す る 診 断 を 行 っ て い る 。 こ の 内 視 鏡 シ ス テ ム １ ０ は 、 被 験 者 １ の 体 腔
内 に 投 入 さ れ る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ ０ と 、 被 験 者 １ に 着 用 さ れ た ジ ャ ケ ッ ト で あ っ て 、
カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ ０ か ら 発 信 さ れ た 画 像 情 報 （ こ の 画 像 情 報 は 空 間 中 を 伝 搬 さ れ る 空
間 伝 搬 信 号 で あ り 、 こ こ で は 電 波 の 形 態 で あ る ） を 取 得 す る ア ン テ ナ 機 能 付 き ジ ャ ケ ッ ト
２ ０ ０ と 、 ジ ャ ケ ッ ト ２ ０ ０ が 取 得 し た 画 像 情 報 を 表 示 さ せ る モ ニ タ 付 き Ｐ Ｃ ３ ０ ０ か ら
構 成 さ れ て い る 。 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 被 験 者 の 体 調 に 関 す る 情 報 は 、 当 該 被 験 者 の 体
温 や 血 圧 な ど の 体 調 に 関 す る 体 調 情 報 を 示 し 、 被 験 者 の 体 に 関 す る 情 報 は 、 少 な く と も 当
該 被 験 者 の 体 腔 内 に 投 入 さ れ た カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ ０ か ら 発 信 さ れ た 画 像 情 報 を 含 ん だ
情 報 で あ り 、 こ こ で は さ ら に 体 調 情 報 を 含 ん だ 情 報 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ２ は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ ０ の 構 成 を 示 し た ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 こ の カ プ セ ル 型 内
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視 鏡 １ ０ ０ は 、 微 小 な カ プ セ ル 状 の 内 視 鏡 で あ る 為 、 細 長 く 且 つ 蛇 行 し た 腸 類 に 容 易 に 進
入 し て そ の 内 部 を 撮 像 す る こ と が で き る 。 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ ０ は 、 各 構 成 要 素 に 電 源
を 供 給 す る 電 源 部 １ ０ ２ と 、 全 体 の 制 御 を 司 る 制 御 部 １ ０ ４ と 、 各 種 デ ー タ が 記 憶 さ れ る
メ モ リ １ ０ ６ と 、 体 腔 内 を 照 明 す る ２ つ の 照 明 部 １ ０ ８ と 、 体 腔 内 を 観 察 す る 為 の 対 物 光
学 系 １ １ ０ と 、 体 腔 内 の 画 像 を 撮 像 す る 固 体 撮 像 素 子 １ １ ２ と 、 外 部 機 器 に 電 波 を 発 信 す
る 発 信 部 １ １ ４ と 、 外 部 機 器 か ら の 電 波 を 受 信 す る 受 信 部 １ １ ５ と 、 外 部 機 器 に 電 波 を 送
受 信 す る ア ン テ ナ 部 １ １ ６ か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 電 源 が オ ン さ れ て 被 験 者 １ の 体 腔 内 に 投 入 さ れ る と 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ ０ は 、 照 明
部 １ ０ ８ に よ り 当 該 体 腔 内 を 照 明 す る 。 体 腔 内 の 壁 部 な ど で 反 射 さ れ た 照 明 光 は 、 対 物 光
学 系 １ １ ０ に 入 射 さ れ 、 該 対 物 光 学 系 １ １ ０ の 像 側 焦 点 面 上 に そ の 受 光 面 を 有 し た 固 体 撮
像 素 子 １ １ ２ に 受 光 さ れ る 。 固 体 撮 像 素 子 １ １ ２ は 、 受 光 し た 反 射 光 を 光 電 変 換 し 、 画 像
信 号 を 生 成 す る 。 制 御 部 １ ０ ４ は 、 発 信 部 １ １ ４ を 制 御 し 、 生 成 さ れ た 画 像 信 号 を 変 調 し
て 所 定 の 周 波 数 に 重 畳 さ せ て ア ン テ ナ 部 １ １ ６ を 介 し て 外 部 に 伝 搬 さ せ る 。 本 実 施 形 態 に
お い て こ こ で 伝 搬 さ れ た 画 像 信 号 は 、 ア ン テ ナ 機 能 付 き ジ ャ ケ ッ ト ２ ０ ０ に よ っ て 受 信 さ
れ る 。 受 信 部 １ １ ５ は 外 部 機 器 か ら の 電 波 を 受 信 し 、 制 御 部 １ ０ ４ は 、 受 信 さ れ る デ ー タ
に 基 い て 、 照 明 部 １ ０ ８ の オ ン ／ オ フ 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ ０ の 駆 動 制 御 等 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 特 徴 部 分 で あ る ア ン テ ナ 機 能 付 き ジ ャ ケ ッ ト ２ ０ ０ の 構 成 及 び 作 用 に つ
い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ア ン テ ナ 機 能 付 き ジ ャ ケ ッ ト ２ ０ ０ は 、 被 験 者 １ の 体 の 一 部 を 覆 う よ う 型 取 ら れ た ジ ャ
ケ ッ ト で あ り 、 そ の 内 部 に 散 在 さ れ た 複 数 の 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ に よ っ て 、 カ プ セ ル 型
内 視 鏡 １ ０ ０ か ら 発 信 さ れ た 画 像 信 号 を 取 得 す る 回 路 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ ０ へ 電 源 供
給 の た め の 電 磁 波 や 制 御 信 号 を 発 信 す る 回 路 、 及 び 被 験 者 １ の 体 調 に 関 わ る 体 調 情 報 を 取
得 す る 回 路 を 構 築 し て い る 。 ま た 、 被 験 者 １ の 腰 付 近 に 位 置 す る よ う 取 り 付 け ら れ 、 上 述
の 回 路 全 体 の 制 御 を 司 る 制 御 ユ ニ ッ ト ２ ２ ０ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ３ は 、 ア ン テ ナ 機 能 付 き ジ ャ ケ ッ ト ２ ０ ０ の 断 層 構 造 を 示 し た 断 面 図 で あ る 。 ア ン テ
ナ 機 能 付 き ジ ャ ケ ッ ト ２ ０ ０ は 、 ２ 次 元 拡 散 信 号 伝 送 テ ク ノ ロ ジ （ 株 式 会 社 セ ル ク ロ ス 、
[平 成 １ ５ 年 １ ２ 月 検 索 ]、 イ ン タ ー ネ ッ ト 、 〈 http://www.utri.co.jp/venture/venture2
.html〉 参 照 ） を 用 い た 基 板 、 或 い は 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ８ ８ ８ ８ ２ 号 公 報 で 開 示 さ れ て い
る 通 信 装 置 （ す な わ ち 、 ２ つ の 信 号 層 間 に 複 数 の チ ッ プ を 散 在 さ せ 、 こ れ ら の 信 号 層 を 利
用 し て 近 接 し た チ ッ プ 間 を 接 続 さ せ 、 所 望 の デ ー タ を 目 的 地 に 向 け て パ ケ ッ ト で 送 信 す る
装 置 ） の 構 成 を 一 部 利 用 し た も の で あ り 、 ２ 層 の 導 電 シ ー ト ２ １ ２ 、 ２ １ ４ 、 及 び こ れ ら
の 導 電 シ ー ト と 外 部 と を 絶 縁 す る 為 の 絶 縁 シ ー ト ２ １ ６ 、 ２ １ ８ の 計 ４ 層 の シ ー ト が 積 層
さ れ 、 さ ら に 導 電 シ ー ト ２ １ ２ と ２ １ ４ と の 間 に 複 数 の 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ が 図 １ の 如
く 散 在 さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ２ 層 の 導 電 シ ー ト ２ １ ２ 及 び ２ １ ４ は 、 柔 軟 性 及 び 導 電 性 を 有 し 、 被 験 者 １ の 胸 部 辺 り
か ら 腹 部 辺 り ま で を 覆 う ジ ャ ケ ッ ト の 如 く 型 取 ら れ た シ ー ト で あ り 、 例 え ば 導 電 ゴ ム や 導
電 体 が 織 り 込 ま れ た 布 か ら 成 る 。 導 電 シ ー ト ２ １ ２ と ２ １ ４ と は 、 そ の 間 に 介 在 さ れ た 通
信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ や 図 示 し な い 絶 縁 層 ま た は 絶 縁 シ ー ト な ど に よ っ て 、 所 定 の 間 隔 を 空
け て 配 置 さ れ て い る 。 こ の 為 、 導 電 シ ー ト ２ １ ２ と ２ １ ４ は 、 互 い に 絶 縁 さ れ た 状 態 で 積
層 さ れ て い る 。 ま た 、 導 電 シ ー ト ２ １ ２ は 、 導 電 シ ー ト ２ １ ４ よ り 被 験 者 １ に 近 接 し て 配
置 さ れ た シ ー ト で あ る 。 す な わ ち 、 導 電 シ ー ト ２ １ ２ は ア ン テ ナ 機 能 付 き ジ ャ ケ ッ ト ２ ０
０ の 裏 側 に 配 置 さ れ た シ ー ト で あ り 、 導 電 シ ー ト ２ １ ４ は ア ン テ ナ 機 能 付 き ジ ャ ケ ッ ト ２
０ ０ の 表 側 に 配 置 さ れ た シ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 絶 縁 シ ー ト ２ １ ６ は 、 柔 軟 性 及 び 絶 縁 性 を 有 し 、 導 電 シ ー ト ２ １ ２ の 外 側 の 面 （ す な わ
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ち 導 電 シ ー ト ２ １ ４ 側 の 面 と 対 向 す る 面 ） を 覆 う よ う 型 取 ら れ た シ ー ト で あ り 、 例 え ば 絶
縁 ゴ ム や 、 絶 縁 フ ィ ル ム 、 絶 縁 性 を 有 し た 布 か ら 成 る 。 ま た 、 絶 縁 シ ー ト ２ １ ８ も 、 絶 縁
シ ー ト ２ １ ６ と 同 様 に 柔 軟 性 及 び 絶 縁 性 を 有 し た も の で あ り 、 導 電 シ ー ト ２ １ ４ の 外 側 の
面 （ す な わ ち 導 電 シ ー ト ２ １ ２ 側 の 面 と 対 向 す る 面 ） を 覆 う よ う 型 取 ら れ た シ ー ト で あ る
。 こ れ ら の 絶 縁 シ ー ト の 作 用 に よ り 、 導 電 シ ー ト ２ １ ２ ま た は ２ １ ４ に 電 流 が 流 れ た 場 合
で あ っ て も 、 当 該 導 電 シ ー ト ２ １ ２ 或 い は ２ １ ４ と 外 部 （ 例 え ば 被 験 者 １ の 体 の 表 面 ） と
の 絶 縁 性 は 保 た れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 次 に 、 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ の 構 成 及 び 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０
は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ ０ か ら 発 信 さ れ た 画 像 信 号 を 取 得 し 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ ０
へ 電 源 供 給 の た め の 電 磁 波 や 制 御 信 号 を 発 信 す る 為 の 画 像 用 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ ａ と 、
被 験 者 １ の 体 調 を 測 定 し て そ の 測 定 結 果 （ 以 下 、 体 調 情 報 と 称 す る ） を 取 得 す る 為 の 測 定
用 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ ｂ の ２ つ の タ イ プ に 大 別 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ４ は 、 上 述 し た 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ の １ つ の タ イ プ で あ る 画 像 用 通 信 モ ジ ュ ー ル ２
３ ０ ａ の 構 成 を 示 し た ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 画 像 用 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ ａ は 、 当 該 モ ジ ュ
ー ル 全 体 の 制 御 を 司 る 制 御 部 ２ ３ ２ ａ と 、 所 定 周 波 数 の 電 波 の 送 受 信 を 行 う ア ン テ ナ ２ ３
４ ａ と 、 当 該 モ ジ ュ ー ル の Ｉ Ｄ 情 報 や 画 像 信 号 等 を 含 む 各 種 デ ー タ が 記 憶 さ れ る メ モ リ ２
３ ６ ａ と 、 近 接 し た 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ と の 通 信 を 果 た す 為 の 通 信 部 ２ ３ ８ ａ か ら 構 成
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 画 像 用 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ ａ は 、 主 に ア ン テ ナ ２ ３ ４ ａ を 用 い 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １
０ ０ か ら 発 信 さ れ た 画 像 信 号 を 受 信 す る 機 能 、 及 び カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ ０ に 電 源 供 給 用
の 信 号 や 術 者 の 意 図 を 反 映 し た 駆 動 制 御 信 号 を 含 ん だ 電 波 を 発 信 す る 機 能 を 果 た す 。 こ の
画 像 用 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ ａ の 作 用 に よ り 、 術 者 は 、 小 型 の バ ッ テ リ ー し か 搭 載 で き な
い カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ ０ を 、 長 時 間 駆 動 さ せ る と 共 に 遠 隔 操 作 す る こ と も で き る 。 な お
、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ ０ は 主 に 腸 類 内 部 の 画 像 を 撮 影 す る も の で あ る 為 、 画 像 用 通 信 モ
ジ ュ ー ル ２ ３ ０ ａ は 、 こ れ ら 腸 類 に 比 較 的 近 い 被 験 者 １ の 腹 部 近 辺 に 集 中 的 に 位 置 す る よ
う 導 電 シ ー ト 間 に 散 在 さ れ て い る 。 ま た 、 画 像 用 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ ａ は 、 上 述 し た よ
う に 送 受 信 の 機 能 を 有 し た も の で あ る が 、 別 の 実 施 形 態 で は 送 信 ま た は 受 信 の い ず れ か 一
方 の 機 能 を 有 し た も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ こ で 、 図 ３ に 示 す よ う に 導 電 シ ー ト ２ １ ２ に は 、 画 像 用 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ ａ （ よ
り 正 確 に は ア ン テ ナ ２ ３ ４ ａ ） を 被 験 者 １ 側 に 露 出 さ せ る よ う な 開 口 部 ２ １ ２ ａ が 形 成 さ
れ て い る 。 こ の 開 口 部 ２ １ ２ ａ は 、 導 電 体 に 閉 じ 込 め ら れ た ア ン テ ナ 装 置 と 外 部 通 信 機 器
と の 間 に お け る 良 好 な 電 波 の 送 受 信 、 具 体 的 に は 、 被 験 者 １ の 体 腔 内 に 位 置 し て い る カ プ
セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ ０ と ア ン テ ナ ２ ３ ４ ａ と の 間 で 良 好 に 電 波 を 送 受 信 さ せ る 為 の も の で あ
る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 例 え ば 導 電 シ ー ト ２ １ ２ に 開 口 部 ２ １ ２ ａ が 形 成 さ れ て い な い 場 合 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡
１ ０ ０ と ア ン テ ナ ２ ３ ４ ａ と の 間 に 導 電 シ ー ト ２ １ ２ が 介 在 す る こ と に な る 。 し か し な が
ら 導 電 シ ー ト ２ １ ２ は 、 上 述 し た よ う に 導 電 性 を 有 し た シ ー ト で あ る 為 、 電 波 を 遮 断 す る
所 謂 シ ー ル ド と し て 作 用 し て し ま う 。 こ の 為 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ ０ と ア ン テ ナ ２ ３ ４
ａ と の 間 で 良 好 に 電 波 を 送 受 信 さ せ る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の よ う な 事 態 を 鑑 み て 、 本 実 施 形 態 の ア ン テ ナ 機 能 付 き ジ ャ ケ ッ ト ２ ０ ０ で は 、 上 述
の 如 く 導 電 シ ー ト ２ １ ２ に 開 口 部 ２ １ ２ ａ を 形 成 し て い る 。 そ し て こ の 開 口 部 ２ １ ２ ａ の
作 用 に よ り 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ ０ と ア ン テ ナ ２ ３ ４ ａ と の 間 で 電 波 を 遮 断 或 い は 減 衰
さ せ る こ と な く 良 好 に 送 受 信 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
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　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 導 電 シ ー ト ２ １ ２ の 外 側 の 面 の 全 域 に 絶 縁 シ ー ト ２ １ ６ が 積 層
さ れ て い る 。 し か し な が ら 絶 縁 シ ー ト ２ １ ６ は 、 絶 縁 性 を 有 し た シ ー ト で あ る 為 、 シ ー ル
ド と し て 作 用 す る こ と は な い 。 こ の 為 、 絶 縁 シ ー ト ２ １ ６ が カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ ０ と ア
ン テ ナ ２ ３ ４ ａ と の 間 に 介 在 し て も 、 こ れ ら の 間 の 電 波 の 送 受 信 に 何 ら 不 都 合 を 生 じ さ せ
る こ と は な い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 の ア ン テ ナ 機 能 付 き ジ ャ ケ ッ ト ２ ０ ０ で は 、 ア ン テ ナ ２ ３ ４ ａ は 、 開
口 部 ２ １ ２ ａ に お い て の み 露 出 さ れ 、 そ れ 以 外 の 全 て の 部 分 は 導 電 シ ー ト ２ １ ２ 及 び ２ １
４ に よ っ て 覆 わ れ て い る 。 従 っ て 、 導 電 シ ー ト ２ １ ２ 及 び ２ １ ４ は 、 開 口 部 ２ １ ２ ａ 以 外
の 方 向 か ら ア ン テ ナ ２ ３ ４ ａ に 向 け て 発 信 さ れ て く る 電 波 （ 例 え ば 内 視 鏡 シ ス テ ム １ ０ の
周 囲 に 配 置 さ れ て い る 外 部 機 器 が 発 信 し て い る 電 波 ） に 対 し て シ ー ル ド と し て 作 用 し 、 ア
ン テ ナ ２ ３ ４ ａ に 不 要 な ノ イ ズ を 受 信 さ せ な い （ 別 の 観 点 で は ア ン テ ナ ２ ３ ４ ａ が 周 囲 の
外 部 機 器 に 影 響 を 及 ぼ さ な い ） 。 す な わ ち 導 電 シ ー ト ２ １ ２ 及 び ２ １ ４ は 、 実 質 的 に 、 カ
プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ ０ か ら 発 信 さ れ る 電 波 以 外 の 全 て の 電 波 を 遮 断 或 い は 減 衰 さ せ る 。 こ
の 為 、 ア ン テ ナ ２ ３ ４ ａ は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ ０ か ら 画 像 信 号 を 高 い Ｓ ／ Ｎ 比 で 受 信
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 ア ン テ ナ 機 能 付 き ジ ャ ケ ッ ト ２ ０ ０ の 別 の 形 態 の 構 成 と し て 図 ９ に 示 し た も の が
考 え ら れ る 。 こ の 図 ９ に 示 し た 別 の 実 施 形 態 の ア ン テ ナ 機 能 付 き ジ ャ ケ ッ ト ２ ０ ０ で は 、
そ の 特 徴 的 な 構 造 と し て ア ン テ ナ ２ ３ ４ ａ が 導 電 シ ー ト ２ １ ２ 上 に 位 置 し て い る （ 別 の 言
い 方 を す る と 、 少 な く と も ア ン テ ナ ２ ３ ４ ａ の 一 部 が 露 出 す る よ う 導 電 シ ー ト ２ １ ２ 上 に
位 置 し て い る ） 。 こ の 構 造 で は 、 図 ３ の 構 造 に 比 べ て 、 ア ン テ ナ ２ ３ ４ ａ が 導 電 シ ー ト ２
１ ２ に よ っ て シ ー ル ド さ れ て い る 部 分 が 少 な く な る 為 、 ア ン テ ナ ２ ３ ４ ａ に よ る 電 波 を 送
受 信 可 能 な 角 度 が 広 く な り 、 結 果 、 当 該 ア ン テ ナ ２ ３ ４ ａ の 送 受 信 能 力 が 向 上 す る 。 こ の
為 、 内 視 鏡 シ ス テ ム １ ０ の 周 囲 に 電 波 を 発 信 す る 外 部 機 器 が 配 置 さ れ て い な い 或 い は 少 な
い 場 合 に は 有 効 な 構 造 と い え る 。 ま た さ ら に 、 こ の ア ン テ ナ 機 能 付 き ジ ャ ケ ッ ト ２ ０ ０ は
、 ア ン テ ナ ２ ３ ４ ａ の 導 電 シ ー ト へ の 射 影 領 域 が 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ の 導 電 シ ー ト へ の
射 影 領 域 よ り 広 く な る よ う 構 成 さ れ て い る 。 そ の 為 、 図 ３ の 構 造 に 比 べ て 、 ア ン テ ナ ２ ３
４ ａ に お け る 電 波 を 受 信 す る 為 の 面 積 を 必 要 に 応 じ て 広 く 設 計 す る こ と が 可 能 と な る 。 そ
の 場 合 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ ０ か ら 高 い Ｓ ／ Ｎ 比 で 画 像 信 号 を 受 信 す る こ と が で き る よ
う に な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 で は カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ ０ と 画 像 用 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ ａ と は 所
定 周 波 数 の 電 波 を 用 い て 通 信 を 行 っ て い る が 、 別 の 実 施 形 態 で は 他 の 形 態 の 空 間 伝 搬 信 号
を 使 用 し て 通 信 を 行 う よ う に し て も よ い 。 例 え ば 、 フ ォ ト ダ イ オ ー ド や Ｌ Ｅ Ｄ （ Light Em
itting Diode） 或 い は Ｌ Ｄ （ Laser Diode） 等 （ す な わ ち 光 波 ） を 利 用 し て 上 述 の 通 信 を
行 う よ う に し て も よ い 。 画 像 用 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ ａ に 光 波 を 利 用 し た 受 信 機 能 を 付 与
さ せ た い 場 合 に は 、 ア ン テ ナ ２ ３ ４ ａ を フ ォ ト ダ イ オ ー ド に 置 き 換 え れ ば よ い 。 ま た 、 送
信 機 能 を 付 与 さ せ た い 場 合 に は 、 ア ン テ ナ ２ ３ ４ ａ を Ｌ Ｅ Ｄ 或 い は Ｌ Ｄ に 置 き 換 え れ ば よ
い 。 ま た 、 送 受 信 機 能 を 付 与 さ せ た い 場 合 に は 、 ア ン テ ナ ２ ３ ４ ａ を 、 フ ォ ト ダ イ オ ー ド
及 び Ｌ Ｅ Ｄ （ 或 い は Ｌ Ｄ ） の 両 方 の 構 成 要 素 に 置 き 換 え れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 さ ら に 別 の 実 施 形 態 で は 、 他 の 形 態 の 空 間 伝 搬 信 号 と し て 考 え ら れ る 音 波 を 利 用
し て 上 述 の 通 信 を 行 う よ う に し て も よ い 。 音 波 を 利 用 し た 画 像 信 号 の 受 信 は 、 ア ン テ ナ ２
３ ４ ａ を 超 音 波 受 信 機 に 置 き 換 え る こ と に よ り 果 た さ れ る 。 ま た 、 音 波 を 利 用 し た 駆 動 信
号 等 の 送 信 は 、 ア ン テ ナ ２ ３ ４ ａ を 超 音 波 発 信 機 に 置 き 換 え る こ と に よ り 果 た さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ５ は 、 上 述 し た 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ の １ つ の タ イ プ で あ る 測 定 用 通 信 モ ジ ュ ー ル ２
３ ０ ｂ の 構 成 を 示 し た ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 測 定 用 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ ｂ は 、 当 該 モ ジ ュ
ー ル 全 体 の 制 御 を 司 る 制 御 部 ２ ３ ２ ｂ と 、 被 験 者 １ の 体 調 を 測 定 す る 為 の セ ン サ ２ ３ ４ ｂ
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と 、 当 該 モ ジ ュ ー ル の Ｉ Ｄ 情 報 や 体 調 情 報 等 を 含 む 各 種 デ ー タ が 記 憶 さ れ る メ モ リ ２ ３ ６
ｂ と 、 近 接 し た 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ と の 通 信 を 果 た す 為 の 通 信 部 ２ ３ ８ ｂ か ら 構 成 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 測 定 用 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ ｂ は 、 主 に 被 験 者 １ の 体 調 情 報 、 例 え ば 体 温 や 呼 吸 数 或 い
は 心 拍 数 等 の デ ー タ を 取 得 す る 機 能 を 果 た す 。 こ の 測 定 用 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ ｂ の 作 用
に よ り 、 術 者 は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ ０ で 被 験 者 １ の 体 腔 内 の 画 像 を 観 察 す る と 共 に そ
の 体 調 ま で も 同 時 に チ ェ ッ ク す る こ と が で き る 。 こ の 為 、 体 腔 内 観 察 中 に 被 験 者 １ の 容 態
が 悪 化 す る と 、 直 ぐ さ ま そ れ を 認 識 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 上 述 し た よ う に 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ は 導 電 シ ー ト 間 に 数 多 く 散 在 さ れ て い る 。 こ の 為
、 そ の 中 の １ タ イ プ で あ る 測 定 用 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ ｂ も 導 電 シ ー ト 間 に 数 多 く 散 在 さ
れ て い る 。 こ こ で 、 セ ン サ ２ ３ ４ ｂ に は 様 々 な タ イ プ の セ ン サ が あ り 、 例 え ば 、 体 温 を 測
定 す る 為 の 温 度 セ ン サ 、 呼 吸 数 や 心 拍 数 ま た は 血 圧 を 測 定 す る 為 の 圧 力 セ ン サ 、 汗 の 水 素
イ オ ン 濃 度 を 測 定 す る Ｐ ｈ セ ン サ 、 汗 の 尿 酸 値 を 測 定 す る 尿 酸 セ ン サ 、 出 血 の 有 無 を 測 定
す る 光 セ ン サ 、 血 流 量 を 測 定 す る 為 の 超 音 波 セ ン サ 、 酸 素 飽 和 度 を 測 定 す る 為 の フ ォ ト セ
ン サ 、 心 電 測 定 す る 為 の 電 極 等 が あ る 。 こ れ ら 各 機 能 を 有 し た セ ン サ を 搭 載 し た 測 定 用 通
信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ ｂ の 各 々 は 、 ア ン テ ナ 機 能 付 き ジ ャ ケ ッ ト ２ ０ ０ 内 の 適 切 な 箇 所 に 取
り 付 け ら れ て い る 。 例 え ば 心 拍 数 を 測 定 す る 為 の 圧 力 セ ン サ を 搭 載 し た 測 定 用 通 信 モ ジ ュ
ー ル ２ ３ ０ ｂ は 、 被 験 者 １ が ア ン テ ナ 機 能 付 き ジ ャ ケ ッ ト ２ ０ ０ を 着 用 し た と き に そ の 左
胸 部 （ す な わ ち 心 臓 部 ） 付 近 に 位 置 す る よ う 導 電 シ ー ト 間 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 温 度 セ ン サ を 搭 載 し た 測 定 用 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ ｂ は 、 図 ５ の セ ン サ ２ ３ ４ ｂ の ブ ロ
ッ ク に サ ー ミ ス タ 等 を 使 用 し た 温 度 セ ン サ を 当 て は め る こ と に よ り 成 さ れ る 。 こ の 温 度 セ
ン サ は 、 主 に 体 温 （ よ り 正 確 に は 被 験 者 １ の 体 の 表 面 の 温 度 ） を 測 定 す る 為 に 取 り 付 け ら
れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 圧 力 セ ン サ を 搭 載 し た 測 定 用 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ ｂ は 、 図 ５ の セ ン サ ２ ３ ４ ｂ
の ブ ロ ッ ク に ダ イ ヤ フ ラ ム 型 や 半 導 体 式 圧 力 セ ン サ を 当 て は め る こ と に よ り 成 さ れ る 。 こ
の 圧 力 セ ン サ を 用 い て 呼 吸 数 を 測 定 す る 場 合 、 測 定 周 波 数 １ ０ ～ ２ ０ 回 ／ 分 程 度 に よ り 被
験 者 １ の 体 の 表 面 の 圧 力 を 測 定 し 、 そ の 測 定 結 果 に 基 づ き 呼 吸 数 を 算 出 す る 。 ま た 、 心 拍
数 を 測 定 す る 場 合 、 測 定 周 波 数 ５ ０ ～ １ ０ ０ 回 ／ 分 程 度 に よ り そ の 圧 力 を 測 定 し 、 そ の 測
定 結 果 に 基 づ き 心 拍 数 を 算 出 す る 。 ま た 、 ア ン テ ナ 機 能 付 き ジ ャ ケ ッ ト ２ ０ ０ は 伸 縮 自 在
で あ り 、 実 装 さ れ た セ ン サ は 常 時 一 定 の 押 し 当 て 力 を 付 与 さ れ る た め 体 表 面 の 血 管 に 押 し
付 け ら れ た 圧 力 セ ン サ に よ り 血 圧 を 測 定 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 超 音 波 セ ン サ を 搭 載 し た 測 定 用 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ ｂ は 、 図 ５ の セ ン サ ２ ３ ４
ｂ の ブ ロ ッ ク に 超 音 波 受 信 機 及 び 超 音 波 発 信 機 （ こ こ で は こ れ ら ２ つ の 機 器 を 一 体 に 備 え
た も の を 超 音 波 セ ン サ と 称 す る ） を 当 て は め る こ と に よ り 成 さ れ る 。 こ の 超 音 波 セ ン サ は
、 被 験 者 １ の 体 腔 内 に 超 音 波 を 発 信 し 、 そ の 反 射 時 に 発 生 し 得 る ド ッ プ ラ ー シ フ ト （ す な
わ ち ド ッ プ ラ ー 効 果 に よ る 周 波 数 の 変 化 ） を 利 用 し て 血 流 量 を 測 定 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 フ ォ ト セ ン サ を 搭 載 し た 測 定 用 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ ｂ は 、 図 ５ の セ ン サ ２ ３ ４
ｂ の ブ ロ ッ ク に 光 源 （ 例 え ば Ｌ Ｅ Ｄ や Ｌ Ｄ ） 及 び フ ォ ト ダ イ オ ー ド （ こ こ で は こ れ ら ２ つ
の 機 器 を 一 体 に 備 え た も の を フ ォ ト セ ン サ と 称 す る ） を 当 て は め る こ と に よ り 成 さ れ る 。
こ の フ ォ ト セ ン サ は 、 血 液 中 の ヘ モ グ ロ ビ ン の 酸 素 飽 和 度 が 変 化 す る と 当 該 ヘ モ グ ロ ビ ン
の 赤 外 光 の 吸 収 率 が 変 化 す る と い う 特 性 を 利 用 し て 、 血 液 中 の 酸 素 飽 和 度 を 測 定 す る も の
で あ る 。 説 明 を 加 え る と 、 上 記 フ ォ ト セ ン サ は 、 所 謂 反 射 型 フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ の 如 く 機
能 す る 。 例 え ば 、 体 腔 内 の 血 液 に 向 け て Ｌ Ｅ Ｄ か ら 光 を 発 し 、 そ の 反 射 光 を フ ォ ト ダ イ オ
ー ド で 受 信 し て 当 該 反 射 光 の 状 態 を 検 知 し 、 そ の 検 知 結 果 に 基 づ い て 酸 素 飽 和 度 を 算 出 す
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る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ こ で 、 図 ３ に 示 す よ う に 導 電 シ ー ト ２ １ ２ に は 、 測 定 用 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ ｂ （ よ
り 正 確 に は セ ン サ ２ ３ ４ ｂ ） と 被 験 者 １ と の 密 着 性 を 高 め る 開 口 部 ２ １ ２ ｂ が 形 成 さ れ て
い る 。 セ ン サ ２ ３ ４ ｂ は 、 こ の 開 口 部 ２ １ ２ ｂ を 埋 め る よ う 配 置 さ れ て い る 。 こ の 開 口 部
２ １ ２ ｂ の 作 用 に よ り セ ン サ ２ ３ ４ ｂ と 被 験 者 １ と の 密 着 性 が 高 ま る 為 、 例 え ば セ ン サ ２
３ ４ ｂ が 圧 力 セ ン サ の 場 合 に は 、 よ り 正 確 な 圧 力 値 を 測 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 セ ン サ ２ ３ ４ ｂ と 被 験 者 １ と の 間 に 絶 縁 シ ー ト ２ １ ６ が 介 在 さ
れ て い る 為 、 こ れ ら が 完 全 に 密 着 し て い る と は 言 え ず 、 密 着 性 を 高 め て い る に 留 ま っ て い
る 。 し か し な が ら 別 の 実 施 形 態 で は 、 開 口 部 ２ １ ２ ｂ と 位 置 的 に 整 合 し た 開 口 部 を 絶 縁 シ
ー ト ２ １ ６ に 形 成 し 、 そ こ か ら 露 出 さ れ た セ ン サ ２ ３ ４ ｂ と 被 験 者 １ と を 完 全 に 密 着 さ せ
る こ と も 可 能 で あ る 。 図 １ ０ に 、 そ の よ う な 構 造 を 有 し た ア ン テ ナ 機 能 付 き ジ ャ ケ ッ ト ２
０ ０ を 示 す 。 図 １ ０ に 示 し た 構 造 で は 、 開 口 部 ２ １ ２ ｂ と 位 置 的 に 整 合 し た 開 口 部 ２ １ ６
ｂ を 絶 縁 シ ー ト ２ １ ６ に 形 成 し 、 そ こ か ら 露 出 さ れ た セ ン サ ２ ３ ４ ｂ と 被 験 者 １ と を 密 着
さ せ る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 な お 、 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ の 中 に は 、 ア ン テ ナ ２ ３ ４ ａ も セ ン サ ２ ３ ４ ｂ も 搭 載 し て
い な い も の （ す な わ ち 制 御 部 と メ モ リ と 通 信 部 と を 備 え た 通 信 モ ジ ュ ー ル ） が 存 在 す る 。
こ の 通 信 モ ジ ュ ー ル は 、 上 述 の ２ 次 元 拡 散 信 号 伝 送 テ ク ノ ロ ジ を 利 用 し て 信 号 を 目 的 地 に
向 け て パ ケ ッ ト で 送 信 す る 際 の 中 継 地 点 と し て 機 能 す る 。 な お 、 ア ン テ ナ ２ ３ ４ ａ や セ ン
サ ２ ３ ４ ｂ が 搭 載 さ れ た 場 合 で あ っ て も 、 そ れ ら の 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ が 信 号 伝 達 の 中
継 地 点 と し て の 機 能 を 果 た す こ と は 言 う ま で も な い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ア ン テ ナ ２ ３ ４ ａ や セ ン サ ２ ３ ４ ｂ を 搭 載 し て い な い 中 継 地 点 と し て の 通 信 モ ジ ュ ー ル
２ ３ ０ は 、 画 像 用 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ ａ や 測 定 用 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ ｂ よ り も 低 コ ス
ト で 製 造 で き る 。 ま た 、 こ の よ う な 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ を 配 置 す る 場 合 に は 、 画 像 用 通
信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ ａ や 測 定 用 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ ｂ と 異 な り 、 導 電 シ ー ト ２ １ ２ に 開
口 部 ２ １ ２ ａ や 開 口 部 ２ １ ２ ｂ を 形 成 す る 必 要 が な い 。 こ の 為 、 こ の よ う な 通 信 モ ジ ュ ー
ル ２ ３ ０ を 、 ア ン テ ナ 機 能 付 き ジ ャ ケ ッ ト ２ ０ ０ に 数 多 く 配 置 し て も 比 較 的 コ ス ト は 上 昇
し な い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 上 述 の 如 き 中 継 地 点 と し て の 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ を 多 数 配 置 す る こ と は 、 上 述 の ２ 次
元 拡 散 信 号 伝 送 テ ク ノ ロ ジ を 採 用 し た 回 路 の 耐 久 性 （ 別 の 言 い 方 を す る と 信 号 伝 達 の 確 実
性 ） を 高 め る こ と に 繋 が る 。 例 え ば 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ の 数 は 各 種 信 号 の 伝 達 経 路 の 選
択 肢 の 数 と 比 例 関 係 に あ る 。 従 っ て 、 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ が 幾 つ か 故 障 し て 上 記 選 択 肢
が 減 少 し た 場 合 で あ っ て も 、 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ の 多 数 配 置 は 当 該 選 択 肢 の 絶 対 数 を 増
加 さ せ て い る 為 、 よ り 確 実 に 当 該 画 像 信 号 を 目 的 地 に 伝 達 さ せ る こ と が で き る 。 ま た さ ら
に 、 上 記 選 択 肢 の 増 加 は 短 い 伝 達 経 路 の 増 加 に 繋 が る 為 、 よ り 速 く 当 該 画 像 信 号 を 目 的 地
に 伝 達 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 次 に 、 ア ン テ ナ 機 能 付 き ジ ャ ケ ッ ト ２ ０ ０ 全 体 の 制 御 を 司 る 制 御 ユ ニ ッ ト ２ ２ ０ の 構 成
及 び 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 制 御 ユ ニ ッ ト ２ ２ ０ は 、 主 に 、 ア ン テ ナ 機 能 付 き ジ ャ ケ ッ ト
２ ０ ０ 全 体 を 制 御 す る 機 能 と 、 外 部 機 器 と の イ ン タ ー フ ェ イ ス と し て の 機 能 と を 有 し て い
る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 ６ は 、 制 御 ユ ニ ッ ト ２ ２ ０ の 構 成 を 示 し た ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 制 御 ユ ニ ッ ト ２ ２ ０ は
、 ア ン テ ナ 機 能 付 き ジ ャ ケ ッ ト ２ ０ ０ 全 体 の 制 御 部 と し て 機 能 す る 制 御 部 ２ ２ １ と 、 ア ン
テ ナ 機 能 付 き ジ ャ ケ ッ ト ２ ０ ０ 全 体 の 電 源 と し て 機 能 す る 電 源 ２ ２ ２ と 、 近 接 し た 通 信 モ
ジ ュ ー ル ２ ３ ０ （ 具 体 的 に は 図 １ に 示 し た 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ Ａ ま た は ２ ３ ０ Ｂ ） と 導
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電 シ ー ト ２ １ ２ や ２ １ ４ を 介 し て 通 信 す る 為 の 通 信 部 ２ ２ ３ と 、 各 種 制 御 用 プ ロ グ ラ ム や
取 得 し た 画 像 信 号 並 び に 体 調 情 報 等 を 含 む 各 種 デ ー タ が 記 憶 さ れ る メ モ リ ２ ２ ４ と 、 取 得
し た 画 像 信 号 を モ ニ タ 付 き Ｐ Ｃ ３ ０ ０ で 表 示 で き る よ う 処 理 を 加 え る 信 号 処 理 部 ２ ２ ５ と
、 外 部 機 器 と の 接 続 及 び 当 該 外 部 機 器 へ の 画 像 情 報 や 体 調 情 報 の 出 力 を す る 為 の イ ン タ ー
フ ェ イ ス 部 ２ ２ ６ （ こ こ で は 制 御 ユ ニ ッ ト ２ ２ ０ と モ ニ タ 付 き Ｐ Ｃ ３ ０ ０ と を 接 続 し て い
る ） か ら 構 成 さ れ て い る 。 各 通 信 モ ジ ュ ー ル に お い て 取 得 さ れ た 情 報 は 、 こ の 制 御 ユ ニ ッ
ト ２ ２ ０ の 制 御 に よ っ て 術 者 が 観 察 で き る よ う モ ニ タ 付 き Ｐ Ｃ ３ ０ ０ に 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 ７ は 、 本 実 施 形 態 の 制 御 ユ ニ ッ ト ２ ２ ０ （ よ り 正 確 に は 制 御 部 ２ ２ １ ） に よ る 画 像 情
報 及 び 体 調 情 報 を 取 得 す る 処 理 （ 以 下 、 各 種 情 報 取 得 処 理 と 略 記 ） を 示 し た フ ロ ー チ ャ ー
ト で あ る 。 以 下 に 、 こ の 図 ７ を 参 照 し て 、 本 実 施 形 態 の 各 種 情 報 取 得 処 理 に つ い て 説 明 す
る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 制 御 ユ ニ ッ ト ２ ２ ０ の 図 示 し な い 電 源 ス イ ッ チ が オ ン さ れ る と 、 電 源 ２ ２ ２ は 、 制 御 ユ
ニ ッ ト ２ ２ ０ に 電 力 を 供 給 し て 当 該 制 御 ユ ニ ッ ト ２ ２ ０ を 駆 動 さ せ る 。 そ し て 制 御 部 ２ ２
１ は 、 上 述 の ２ 次 元 拡 散 信 号 伝 送 テ ク ノ ロ ジ を 用 い て 各 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ と 通 信 が 可
能 に な る 。 各 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ は 、 各 制 御 部 ２ ３ ２ ａ 或 い は 各 制 御 部 ２ ３ ２ ｂ に 記 憶
さ れ た ア ル ゴ リ ズ ム に よ り 自 身 の Ｉ Ｄ 情 報 を 取 得 し 、 当 該 Ｉ Ｄ 情 報 を 制 御 ユ ニ ッ ト ２ ２ ０
に 送 信 す る （ ス テ ッ プ １ 、 以 下 、 ス テ ッ プ を Ｓ と 略 記 ） 。 制 御 部 ２ ２ １ は 、 こ れ ら の Ｉ Ｄ
情 報 に 基 づ い て 各 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ を 識 別 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 初 期 設 定 で あ る 各 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ の Ｉ Ｄ 情 報 設 定 処 理 が 終 了 す る と 、 制 御 部 ２ ２
１ は 、 上 記 電 源 ス イ ッ チ が オ フ さ れ て い る か 否 か を 判 定 す る （ Ｓ ２ ） 。 電 源 ス イ ッ チ が オ
フ さ れ て い る 場 合 （ Ｓ ２ ： Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 制 御 部 ２ ２ １ は 、 本 フ ロ ー チ ャ ー ト の 各 種 情 報 取 得
処 理 を 終 了 さ せ る 。 ま た 、 電 源 ス イ ッ チ が オ ン さ れ て い る 場 合 （ Ｓ ２ ： Ｎ Ｏ ） 、 制 御 部 ２
２ １ は 、 Ｓ ３ の 処 理 に 進 む 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 Ｓ ３ の 処 理 に お い て 、 制 御 部 ２ ２ １ は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ ０ か ら 発 信 さ れ て い る 電
波 を 受 信 す る 画 像 用 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ ａ （ こ れ を 受 信 モ ジ ュ ー ル と 称 す る ） を 選 択 す
る 。 図 ８ は 、 Ｓ ３ の 受 信 モ ジ ュ ー ル 選 択 処 理 を 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 以 下 に 、 こ
の 図 ８ を 参 照 し て 、 本 実 施 形 態 の 受 信 モ ジ ュ ー ル 選 択 処 理 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 受 信 モ ジ ュ ー ル 選 択 処 理 に 移 行 す る と 、 制 御 部 ２ ２ １ は 、 先 ず 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０
０ か ら 発 信 さ れ て い る 電 波 に 対 す る 受 信 強 度 デ ー タ で あ っ て 、 ア ン テ ナ 機 能 付 き ジ ャ ケ ッ
ト ２ ０ ０ 内 に 散 在 さ れ て い る 全 て の 画 像 用 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ ａ （ よ り 正 確 に は ア ン テ
ナ ２ ３ ４ ａ ） の 受 信 強 度 デ ー タ を 取 得 す る （ Ｓ ２ １ ） 。 そ し て 取 得 し た 各 受 信 強 度 デ ー タ
を 比 較 し （ Ｓ ２ ２ ） 、 現 在 の 受 信 強 度 が 最 も 高 い ア ン テ ナ ２ ３ ４ ａ を 搭 載 し た 画 像 用 通 信
モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ ａ を 受 信 モ ジ ュ ー ル と し て 設 定 す る （ Ｓ ２ ３ ） 。 そ し て 当 該 受 信 モ ジ ュ
ー ル に カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ ０ か ら 発 信 さ れ て い る 電 波 を 受 信 さ せ 、 図 ７ の フ ロ ー チ ャ ー
ト の Ｓ ４ の 処 理 に 進 む 。 な お 、 上 記 電 波 を 受 信 し た 受 信 モ ジ ュ ー ル は 、 そ れ を 復 調 し て 画
像 信 号 を 取 得 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 な お 、 Ｓ ３ の 処 理 で 現 在 受 信 モ ジ ュ ー ル と し て 設 定 さ れ て い る 画 像 用 通 信 モ ジ ュ ー ル ２
３ ０ ａ は 、 制 御 部 ２ ２ １ の 制 御 に よ り 所 定 の タ イ ミ ン グ で カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ ０ に 電 源
を 供 給 す る 為 の 電 波 を 発 信 す る 。 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ ０ は 、 こ の よ う に 定 期 的 に 電 源 を
得 る こ と が で き る 為 、 長 時 間 駆 動 す る こ と が で き る 。 な お 、 電 源 供 給 を 行 う 画 像 用 通 信 モ
ジ ュ ー ル ２ ３ ０ ａ は 、 現 在 受 信 モ ジ ュ ー ル と し て 設 定 さ れ て い る も の に 限 定 さ れ ず 、 画 像
信 号 を 受 信 し て い な い 他 の 画 像 用 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ ａ で あ っ て も よ い 。 ま た 、 一 部 の
通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ ０ へ の 電 源 供 給 機 能 の み を 持 つ も の で あ
っ て も よ い 。
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【 ０ ０ ６ ０ 】
　 Ｓ ４ の 処 理 に お い て 、 制 御 部 ２ ２ １ は 、 選 択 さ れ た 受 信 モ ジ ュ ー ル か ら 自 身 ま で を 各 通
信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ で 結 ぶ 伝 達 経 路 で あ っ て 、 画 像 信 号 の 最 短 の 伝 達 経 路 を 設 定 す る 。 伝
達 経 路 が 設 定 さ れ る と 、 当 該 画 像 信 号 は 、 そ の 経 路 に 沿 っ て 各 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ 間 を
伝 達 さ れ て い き 、 制 御 ユ ニ ッ ト ２ ２ ０ に 到 達 す る （ Ｓ ５ ） 。 そ し て メ モ リ ２ ２ ４ に 格 納 さ
れ る （ Ｓ ６ ） 。 な お 、 こ こ で 一 端 メ モ リ に 格 納 さ れ た 画 像 信 号 は 、 制 御 部 ２ ２ １ の 制 御 に
よ り 、 信 号 処 理 部 ２ ２ ５ の 処 理 に よ り 映 像 信 号 に 変 換 さ れ 、 イ ン タ ー フ ェ イ ス 部 ２ ２ ６ を
介 し て モ ニ タ 付 き Ｐ Ｃ ３ ０ ０ に 出 力 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 モ ニ タ 付 き Ｐ Ｃ ３ ０ ０ に は 、 被
験 者 １ の 体 腔 内 の 画 像 が 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 制 御 部 ２ ２ １ は 、 次 に 、 体 調 情 報 を 取 得 す る 為 に 測 定 用 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ ｂ を 選 択
す る （ Ｓ ７ ） 。 こ こ で 選 択 さ れ る 測 定 用 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ ｂ は 、 所 定 の 選 択 順 序 に 応
じ て 設 定 さ れ る 。 例 え ば 、 最 初 に Ｓ ７ の 処 理 を 行 っ た 際 に は 、 温 度 セ ン サ を 搭 載 し た 測 定
用 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ ｂ を 選 択 し 、 以 後 Ｓ ７ の 処 理 が 実 行 さ れ る 毎 に 、 圧 力 セ ン サ 、 超
音 波 セ ン サ 、 フ ォ ト セ ン サ 、 電 極 を 搭 載 し た 測 定 用 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ ｂ を 記 載 順 に 選
択 し て い く 。 ま た 、 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ が 実 装 さ れ て い る 面 を 胸 部 や 腹 部 等 の 領 域 毎 に
区 切 り 、 各 領 域 内 に 配 置 さ れ た 測 定 用 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ ｂ 群 を 選 択 順 序 に 応 じ て 選 択
す る 方 法 も 考 え ら れ る 。 ま た 、 ア ン テ ナ 機 能 付 き ジ ャ ケ ッ ト ２ ０ ０ 内 に 配 置 さ れ て い る 測
定 用 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ ｂ の 数 が 少 な い 場 合 に は 、 全 て の 測 定 用 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０
ｂ を 選 択 す る よ う に し て も よ い 。 な お 、 選 択 さ れ た 測 定 用 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ ｂ の 制 御
部 ２ ３ ２ ｂ は 、 セ ン サ ３ ２ ４ ｂ で 検 出 さ れ た 検 出 値 に 基 づ い て 測 定 値 を 算 出 し 、 被 験 者 １
の 体 調 情 報 と し て メ モ リ ２ ３ ６ ｂ に 格 納 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 制 御 部 ２ ２ １ は 、 次 に 、 選 択 さ れ た 測 定 用 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ ｂ か ら 自 身 ま で を 各 通
信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ で 結 ぶ 伝 達 経 路 で あ っ て 、 体 調 情 報 の 最 短 の 伝 達 経 路 を 設 定 す る （ Ｓ
８ ） 。 伝 達 経 路 が 設 定 さ れ る と 、 当 該 体 調 情 報 は 、 メ モ リ ２ ３ ６ ｂ か ら 読 み 出 さ れ 、 設 定
さ れ た 伝 達 経 路 に 沿 っ て 各 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ 間 を 伝 達 さ れ て い き 、 制 御 ユ ニ ッ ト ２ ２
０ に 到 達 す る （ Ｓ ９ ） 。 そ し て メ モ リ ２ ２ ４ に 格 納 さ れ る （ Ｓ １ ０ ） 。 こ こ で 、 制 御 部 ２
２ １ は 、 Ｓ ２ の 処 理 に 戻 り 、 再 び 上 述 の 如 き 処 理 を 続 行 さ せ る 。 な お 、 Ｓ １ ０ の 処 理 に お
い て 一 端 メ モ リ に 格 納 さ れ た 体 調 情 報 は 、 信 号 処 理 部 ２ ２ ５ の 処 理 に よ り キ ャ ラ ク タ 信 号
に 変 換 さ れ 、 こ の 次 に 信 号 処 理 部 ２ ２ ５ で 処 理 さ れ た 映 像 信 号 に 重 畳 さ れ て イ ン タ ー フ ェ
イ ス 部 ２ ２ ６ を 介 し て モ ニ タ 付 き Ｐ Ｃ ３ ０ ０ に 出 力 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 モ ニ タ 付 き Ｐ Ｃ
３ ０ ０ に は 、 被 験 者 １ の 体 腔 内 の 画 像 に 加 え て 、 当 該 被 験 者 １ の 体 調 を 示 す キ ャ ラ ク タ が
表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 な お 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ ０ を 操 作 す る 為 の 操 作 手 段 （ 不 図 示 ） を 術 者 が 操 作 し た と
き 、 Ｓ ３ の 処 理 で 現 在 受 信 モ ジ ュ ー ル と し て 設 定 さ れ て い る 画 像 用 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０
ａ は 、 制 御 部 ２ ２ １ の 制 御 に よ り 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ ０ に 向 け て 当 該 操 作 に 対 応 し た
駆 動 制 御 信 号 を 発 信 す る 。 術 者 は 、 こ の 駆 動 制 御 信 号 の 作 用 に よ り 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １
０ ０ を 自 在 に 操 作 す る こ と が で き る 。 な お 、 駆 動 制 御 信 号 供 給 を 行 う 画 像 用 通 信 モ ジ ュ ー
ル ２ ３ ０ ａ は 、 現 在 受 信 モ ジ ュ ー ル と し て 設 定 さ れ て い る も の に 限 定 さ れ ず 、 画 像 信 号 を
受 信 し て い な い 他 の 画 像 用 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ ａ で あ っ て も よ い 。 ま た 、 駆 動 制 御 信 号
の 供 給 の み を 行 う 通 信 モ ジ ュ ー ル ２ ３ ０ ａ で あ っ て も よ い
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 以 上 が 本 発 明 の 実 施 形 態 で あ る 。 本 発 明 は こ れ ら の 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く
様 々 な 範 囲 で 変 形 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 制 御 ユ ニ ッ ト ２ ２ ０ と モ ニ タ 付 き Ｐ Ｃ ３ ０ ０ は 有 線 で 接 続 さ れ て
い る （ 図 １ 参 照 ） が 、 別 の 実 施 形 態 で は こ れ ら を 無 線 で 接 続 さ せ て も よ い 。 ま た 、 さ ら に
別 の 実 施 形 態 で は 、 制 御 ユ ニ ッ ト ２ ２ ０ に メ モ リ カ ー ド 用 の ス ロ ッ ト を 設 け て も よ い 。 こ
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の 場 合 、 映 像 信 号 や 体 調 情 報 を メ モ リ カ ー ド に 蓄 積 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 の ジ ャ ケ ッ ト ２ ０ ０ は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ ０ か ら の 画 像 信 号 と 体
調 情 報 を 得 る 構 成 と し た が 、 こ の 構 成 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 ど ち ら か 一 方 の 機 能 を
有 す る も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 の 着 衣 は 、 ジ ャ ケ ッ ト 形 状 で あ る と し た が 、 こ の 形 状 に 限 定 さ れ る も
の で は な く 、 ベ ル ト 状 等 、 他 の 形 状 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 図 １ １ は 、 別 の 実 施 形 態 の 制 御 ユ ニ ッ ト ２ ２ ０ に よ る 各 種 情 報 取 得 処 理 を 示 し た フ ロ ー
チ ャ ー ト で あ る 。 図 ７ に 示 し た 処 理 で は 取 得 し た 画 像 及 び 体 調 情 報 を メ モ リ ２ ２ ４ に 格 納
さ せ る 度 に 毎 回 受 信 モ ジ ュ ー ル を 選 択 し て い る が 、 図 １ １ に 示 し た 処 理 で は 所 定 の タ イ ミ
ン グ 毎 に 受 信 モ ジ ュ ー ル を 選 択 し て い る 。 以 下 に 、 こ の 図 １ １ を 参 照 し て 、 別 の 実 施 形 態
の 各 種 情 報 取 得 処 理 に つ い て 説 明 す る 。 な お 、 図 １ １ に 示 し た 処 理 に お い て 、 図 ７ に 示 し
た 処 理 と 同 一 の 処 理 に は 、 同 一 の 符 号 を 付 し て こ こ で の 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 制 御 ユ ニ ッ ト ２ ２ ０ の 図 示 し な い 電 源 ス イ ッ チ が オ ン さ れ て Ｓ １ の Ｉ Ｄ 情 報 設 定 処 理 が
実 行 さ れ る と 、 制 御 部 ２ ２ １ は 、 後 述 の Ｓ ３ ３ の 処 理 に 備 え て 初 期 値 の カ ウ ン タ Ａ （ ＝ ０
） を ス タ ー ト さ せ る （ Ｓ ３ １ ） 。 そ し て 、 Ｓ ２ の 電 源 チ ェ ッ ク 処 理 、 Ｓ ３ の 受 信 モ ジ ュ ー
ル 選 択 処 理 、 Ｓ ４ の 経 路 設 定 処 理 が 実 行 さ れ る と 、 制 御 部 ２ ２ １ は 、 上 記 カ ウ ン タ Ａ を １
イ ン ク リ メ ン ト す る （ Ｓ ３ ２ ） 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 さ ら に Ｓ ５ の 処 理 か ら Ｓ １ ０ の 処 理 （ す な わ ち 画 像 信 号 及 び 体 調 情 報 が 制 御 ユ ニ ッ ト ２
２ ０ に 伝 達 さ れ て メ モ リ ２ ２ ４ に 格 納 さ れ る ） が 実 行 さ れ る と 、 制 御 部 ２ ２ １ は 、 カ ウ ン
タ Ａ を チ ェ ッ ク し 、 現 在 の タ イ ミ ン グ が い ず れ の タ イ ミ ン グ で あ る か を チ ェ ッ ク す る （ Ｓ
３ ３ ） 。 よ り 具 体 的 に は 、 カ ウ ン タ Ａ の 値 が 所 定 の 値 （ ＝ Ａ １ ） で あ る か チ ェ ッ ク す る 。
こ こ で カ ウ ン タ Ａ の 値 が 所 定 の 値 （ ＝ Ａ １ ） で な い と き （ Ｓ ３ ３ ： Ｎ Ｏ ） 、 制 御 部 ２ ２ １
は 、 Ｓ ３ ２ の 処 理 に 戻 り 、 カ ウ ン タ Ａ を １ イ ン ク リ メ ン ト し 、 再 び 各 種 情 報 を メ モ リ ２ ２
４ に 格 納 さ せ る 処 理 を 実 行 さ せ る 。 ま た 、 カ ウ ン タ Ａ の 値 が 所 定 の 値 （ ＝ Ａ １ ） で あ っ た
と き （ Ｓ ３ ３ ： Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 制 御 部 ２ ２ １ は 、 カ ウ ン タ Ａ を 初 期 値 に リ セ ッ ト （ す な わ ち Ａ
＝ ０ ） し （ Ｓ ３ ４ ） 、 Ｓ ２ の 処 理 に 戻 る 。 上 述 の 処 理 で は 、 受 信 モ ジ ュ ー ル を 選 択 す る タ
イ ミ ン グ の 周 期 が 、 画 像 信 号 及 び 体 調 情 報 を 制 御 ユ ニ ッ ト ２ ２ ０ に 伝 達 さ せ る タ イ ミ ン グ
の 周 期 よ り 長 く な っ て い る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 図 １ １ に 示 し た 処 理 で は 、 画 像 及 び 体 調 情 報 を メ モ リ ２ ２ ４ に 格 納 さ せ る タ イ ミ ン グ 毎
に 受 信 モ ジ ュ ー ル が 選 択 さ れ て い る わ け で は な く 、 所 定 の タ イ ミ ン グ 毎 に 受 信 モ ジ ュ ー ル
が 選 択 さ れ て い る 。 こ の 為 、 こ の 処 理 で は 、 受 信 モ ジ ュ ー ル 選 択 処 理 が 頻 繁 に 実 行 さ れ て
お ら ず 、 制 御 部 ２ ２ １ の 負 担 が 軽 減 さ れ て い る 。 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ ０ が 体 腔 内 を 低 速
で 移 動 し て い る 場 合 に は 受 信 モ ジ ュ ー ル を 頻 繁 に 変 更 さ せ る 必 要 が な い 為 、 図 １ １ の 如 き
処 理 は 有 効 に 作 用 す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 ま た 、 図 １ ２ は 、 さ ら に 別 の 実 施 形 態 の 制 御 ユ ニ ッ ト ２ ２ ０ に よ る 各 種 情 報 取 得 処 理 を
示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 図 １ ２ に 示 し た 処 理 で は 画 像 情 報 の 取 得 、 体 調 情 報 の 取 得
、 及 び 受 信 モ ジ ュ ー ル の 選 択 を そ れ ぞ れ 別 の タ イ ミ ン グ 毎 に 実 行 し て い る 。 以 下 に 、 こ の
図 １ ２ を 参 照 し て 、 別 の 実 施 形 態 の 各 種 情 報 取 得 処 理 に つ い て 説 明 す る 。 な お 、 図 １ ２ に
示 し た 処 理 に お い て 、 図 ７ 及 び 図 １ １ に 示 し た 処 理 と 同 一 の 処 理 に は 、 同 一 の 符 号 を 付 し
て こ こ で の 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 制 御 ユ ニ ッ ト ２ ２ ０ の 図 示 し な い 電 源 ス イ ッ チ が オ ン さ れ て Ｓ １ の Ｉ Ｄ 情 報 設 定 処 理 が
実 行 さ れ る と 、 制 御 部 ２ ２ １ は 、 後 述 の Ｓ ４ １ 及 び Ｓ ４ ２ の 処 理 に 備 え て 初 期 値 の カ ウ ン
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タ Ａ （ ＝ ０ ） 、 カ ウ ン タ Ｂ （ ＝ ０ ） を ス タ ー ト さ せ る （ Ｓ ３ １ ） 。 そ し て 、 Ｓ ２ の 電 源 チ
ェ ッ ク 処 理 、 Ｓ ３ の 受 信 モ ジ ュ ー ル 選 択 処 理 、 Ｓ ４ の 経 路 設 定 処 理 が 実 行 さ れ る と 、 制 御
部 ２ ２ １ は 、 上 記 カ ウ ン タ Ａ を １ イ ン ク リ メ ン ト す る （ Ｓ ３ ２ ） 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 さ ら に Ｓ ５ 及 び Ｓ ６ の 処 理 （ す な わ ち 画 像 信 号 が 制 御 ユ ニ ッ ト ２ ２ ０ に 伝 達 さ れ て メ モ
リ ２ ２ ４ に 格 納 さ れ る ） が 実 行 さ れ る と 、 制 御 部 ２ ２ １ は 、 カ ウ ン タ Ａ を チ ェ ッ ク し 、 現
在 の タ イ ミ ン グ が い ず れ の タ イ ミ ン グ で あ る か を チ ェ ッ ク す る （ Ｓ ４ １ ） 。 よ り 具 体 的 に
は 、 カ ウ ン タ Ａ の 値 が 所 定 値 （ ＝ Ａ １ ） で あ る か チ ェ ッ ク す る 。 こ こ で カ ウ ン タ Ａ の 値 が
Ａ １ に 該 当 す る 値 で な い と き （ Ｓ ４ １ ： Ｎ Ｏ ） 、 制 御 部 ２ ２ １ は 、 Ｓ ３ ２ の 処 理 に 戻 り 、
カ ウ ン タ Ａ を １ イ ン ク リ メ ン ト し 、 再 び 取 得 し た 画 像 信 号 を メ モ リ ２ ２ ４ に 格 納 さ せ る 処
理 を 実 行 さ せ る 。 ま た 、 カ ウ ン タ Ａ の 値 が 所 定 の 値 （ ＝ Ａ １ ） で あ っ た と き （ Ｓ ４ １ ： Ｙ
Ｅ Ｓ ） 、 制 御 部 ２ ２ １ は 、 カ ウ ン タ Ｂ を １ イ ン ク リ メ ン ト し （ Ｓ ４ ２ ） 、 Ｓ ７ の 処 理 か ら
Ｓ １ ０ の 処 理 （ す な わ ち 体 調 情 報 が 制 御 ユ ニ ッ ト ２ ２ ０ に 伝 達 さ れ て メ モ リ ２ ２ ４ に 格 納
さ れ る ） を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 Ｓ １ ０ の 処 理 が 実 行 さ れ る と 、 制 御 部 ２ ２ １ は 、 カ ウ ン タ Ｂ を チ ェ ッ ク し 、 現 在 の タ イ
ミ ン グ が い ず れ の タ イ ミ ン グ で あ る か を チ ェ ッ ク す る （ Ｓ ４ ３ ） 。 よ り 具 体 的 に は 、 カ ウ
ン タ Ｂ が 所 定 の 値 （ ＝ Ｂ １ ） で あ る か チ ェ ッ ク す る 。 こ こ で カ ウ ン タ Ｂ の 値 が 所 定 の 値 （
＝ Ｂ １ ） で な い と き （ Ｓ ４ ３ ： Ｎ Ｏ ） 、 制 御 部 ２ ２ １ は 、 カ ウ ン タ Ａ の 値 を リ セ ッ ト （ す
な わ ち Ａ ＝ ０ ） し （ Ｓ ４ ４ ） 、 Ｓ ３ ２ の 処 理 に 戻 り 、 カ ウ ン タ Ａ を １ イ ン ク リ メ ン ト し 、
再 び 取 得 し た 画 像 信 号 を メ モ リ ２ ２ ４ に 格 納 さ せ る 処 理 を 実 行 さ せ る 。 ま た 、 カ ウ ン タ Ｂ
の 値 が 所 定 の 値 （ ＝ Ｂ １ ） に 該 当 す る 値 で あ っ た と き （ Ｓ ４ ３ ： Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 制 御 部 ２ ２ １
は 、 カ ウ ン タ Ａ 及 び Ｂ を 初 期 値 に リ セ ッ ト （ す な わ ち Ａ ＝ ０ 、 Ｂ ＝ ０ ） し （ Ｓ ４ ５ ） 、 Ｓ
２ の 処 理 に 戻 る 。 上 述 の 処 理 で は 、 体 調 情 報 を 制 御 ユ ニ ッ ト ２ ２ ０ に 伝 達 さ せ る タ イ ミ ン
グ の 周 期 が 、 画 像 信 号 を 制 御 ユ ニ ッ ト ２ ２ ０ に 伝 達 さ せ る タ イ ミ ン グ の 周 期 よ り 長 く 、 さ
ら に 、 受 信 モ ジ ュ ー ル を 選 択 す る タ イ ミ ン グ の 周 期 が 、 体 調 情 報 を 制 御 ユ ニ ッ ト ２ ２ ０ に
伝 達 さ せ る タ イ ミ ン グ の 周 期 よ り 長 く な っ て い る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 図 １ ２ に 示 し た 処 理 で は 、 画 像 信 号 と 体 調 情 報 と を 同 一 タ イ ミ ン グ 毎 に 取 得 し て お ら ず
、 上 述 し た 如 く 画 像 信 号 を 取 得 す る タ イ ミ ン グ よ り 長 い タ イ ミ ン グ 毎 に 体 調 情 報 を 取 得 し
て い る 。 ま た さ ら に 図 １ ２ に 示 し た 処 理 で は 、 体 調 情 報 を メ モ リ ２ ２ ４ に 格 納 さ せ る タ イ
ミ ン グ よ り 長 い タ イ ミ ン グ 毎 に 受 信 モ ジ ュ ー ル が 選 択 さ れ て い る 。 す な わ ち こ の 処 理 で は
、 画 像 情 報 取 得 処 理 、 体 調 情 報 取 得 処 理 、 受 信 モ ジ ュ ー ル 選 択 処 理 を そ れ ぞ れ 異 な っ た タ
イ ミ ン グ 毎 に 実 行 し て い る 。 こ の 処 理 の 場 合 に は 画 像 情 報 取 得 に 重 点 を 置 い て い る 為 、 当
該 取 得 処 理 が 最 も 頻 繁 に 実 行 さ れ て い る 。 な お 、 体 調 情 報 取 得 処 理 に 重 点 を 置 く 場 合 に は
画 像 情 報 取 得 処 理 と 体 調 情 報 取 得 処 理 と を 入 れ 替 え て 、 体 調 情 報 取 得 処 理 の 実 行 頻 度 が 最
も 高 く な る よ う 設 定 し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム の 構 成 を 示 し た ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の カ プ セ ル 型 内 視 鏡 の 構 成 を 示 し た ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の ア ン テ ナ 機 能 付 き ジ ャ ケ ッ ト の 断 層 構 造 を 示 し た 断 面 図 で あ
る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 通 信 モ ジ ュ ー ル の １ つ の タ イ プ で あ る 画 像 用 通 信 モ ジ ュ ー ル
の 構 成 を 示 し た ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 通 信 モ ジ ュ ー ル の １ つ の タ イ プ で あ る 測 定 用 通 信 モ ジ ュ ー ル
の 構 成 を 示 し た ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 制 御 ユ ニ ッ ト の 構 成 を 示 し た ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 制 御 ユ ニ ッ ト に よ る 各 種 情 報 取 得 処 理 を 示 し た フ ロ ー チ ャ ー
ト で あ る 。
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【 図 ８ 】 図 ７ の Ｓ ４ の 受 信 モ ジ ュ ー ル 選 択 処 理 を 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ９ 】 別 の 実 施 形 態 の ア ン テ ナ 機 能 付 き ジ ャ ケ ッ ト の 断 層 構 造 を 示 し た 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 さ ら に 別 の 実 施 形 態 の ア ン テ ナ 機 能 付 き ジ ャ ケ ッ ト の 断 層 構 造 を 示 し た 断 面 図
で あ る 。
【 図 １ １ 】 別 の 実 施 形 態 の 制 御 ユ ニ ッ ト に よ る 各 種 情 報 取 得 処 理 を 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト
で あ る 。
【 図 １ ２ 】 さ ら に 別 の 実 施 形 態 の 制 御 ユ ニ ッ ト に よ る 各 種 情 報 取 得 処 理 を 示 し た フ ロ ー チ
ャ ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ８ 】
１ ０ 　 内 視 鏡 シ ス テ ム
１ ０ ０ 　 カ プ セ ル 型 内 視 鏡
２ ０ ０ 　 ア ン テ ナ 機 能 付 き ジ ャ ケ ッ ト
２ １ ２ 、 ２ １ ４ 　 導 電 シ ー ト
２ １ ２ ａ 、 ｂ 　 開 口 部
２ ２ ０ 　 制 御 ユ ニ ッ ト
２ ３ ０ 　 通 信 モ ジ ュ ー ル
２ ３ ０ ａ 　 画 像 用 通 信 モ ジ ュ ー ル
２ ３ ０ ｂ 　 測 定 用 通 信 モ ジ ュ ー ル
２ ３ ４ ａ 　 ア ン テ ナ
２ ３ ４ ｂ 　 セ ン サ
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【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

(18) JP 2005-245937 A 2005.9.15



フロントページの続き

(51)Int.Cl.7                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   Ａ６１Ｂ   5/0408                       Ａ６１Ｂ   5/04    　　　Ｒ          　　　　　
   Ａ６１Ｂ   5/0478                       Ａ６１Ｂ   5/07    　　　　          　　　　　
   Ａ６１Ｂ   5/07                         Ａ６１Ｂ   5/08    　　　　          　　　　　
   Ａ６１Ｂ   5/08                         Ａ６１Ｂ   5/02    　　　Ｈ          　　　　　
   Ａ６１Ｂ   5/145                        Ａ６１Ｂ   5/14    ３１０　          　　　　　
   　　　　                                Ａ６１Ｂ   5/04    ３００Ｍ          　　　　　

(72)発明者  本所　昌幸
            東京都板橋区前野町２丁目３６番９号　ペンタックス株式会社内
Ｆターム(参考) 4C017 AA02  AA08  AA11  AA12  AA14  AA16  AA19  AC16  FF05 
　　　　 　　  4C027 AA02  BB03  JJ03 
　　　　 　　  4C038 KK01  KL05  SS08  SV00 
　　　　 　　  4C061 AA03  AA04  BB01  CC06  GG11  HH51  HH60  JJ06  JJ15  JJ17 
　　　　 　　        JJ19  NN03  NN10  UU03  UU06  UU08  UU09 
　　　　 　　  4C117 XA01  XB01  XC19  XC21  XD22  XD27  XE05  XE06  XE13  XE15 
　　　　 　　        XE16  XE17  XE23  XE24  XE34  XE37  XE42  XF03  XG02  XG12 
　　　　 　　        XG34  XG37  XG39  XH05  XH07  XJ24  XK13  XQ07 

(19) JP 2005-245937 A 2005.9.15



专利名称(译) 带通讯功能的衣服和内窥镜系统

公开(公告)号 JP2005245937A 公开(公告)日 2005-09-15

申请号 JP2004064143 申请日 2004-03-08

[标]申请(专利权)人(译) 旭光学工业株式会社

申请(专利权)人(译) 宾得株式会社

[标]发明人 伊藤栄一
松本光弘
津田浩二
本所昌幸

发明人 伊藤 栄一
松本 光弘
津田 浩二
本所 昌幸

IPC分类号 A61B5/00 A41D1/00 A41D1/02 A61B1/00 A61B1/04 A61B1/05 A61B5/01 A61B5/0205 A61B5/021 
A61B5/024 A61B5/026 A61B5/04 A61B5/0408 A61B5/0478 A61B5/06 A61B5/07 A61B5/08 A61B5/145 
G08C17/02 H01Q1/12

CPC分类号 A61B1/00016 A61B1/0002 A61B1/00029 A61B1/041 A61B5/01 A61B5/0205 A61B5/021 A61B5/024 
A61B5/026 A61B5/062 A61B5/0816 A61B5/4261 A61B5/6805 A61B2560/0219

FI分类号 A61B1/04.362.J A61B1/00.300.D A61B1/00.320.B A61B5/00.N A61B5/00.101.E A61B5/04.R A61B5/07 
A61B5/08 A61B5/02.H A61B5/14.310 A61B5/04.300.M A61B1/00.C A61B1/00.550 A61B1/00.610 
A61B1/00.680 A61B1/00.682 A61B5/01.100 A61B5/14.322 A61B5/145 A61B5/1455

F-TERM分类号 4C017/AA02 4C017/AA08 4C017/AA11 4C017/AA12 4C017/AA14 4C017/AA16 4C017/AA19 4C017
/AC16 4C017/FF05 4C027/AA02 4C027/BB03 4C027/JJ03 4C038/KK01 4C038/KL05 4C038/SS08 
4C038/SV00 4C061/AA03 4C061/AA04 4C061/BB01 4C061/CC06 4C061/GG11 4C061/HH51 4C061
/HH60 4C061/JJ06 4C061/JJ15 4C061/JJ17 4C061/JJ19 4C061/NN03 4C061/NN10 4C061/UU03 
4C061/UU06 4C061/UU08 4C061/UU09 4C117/XA01 4C117/XB01 4C117/XC19 4C117/XC21 4C117
/XD22 4C117/XD27 4C117/XE05 4C117/XE06 4C117/XE13 4C117/XE15 4C117/XE16 4C117/XE17 
4C117/XE23 4C117/XE24 4C117/XE34 4C117/XE37 4C117/XE42 4C117/XF03 4C117/XG02 4C117
/XG12 4C117/XG34 4C117/XG37 4C117/XG39 4C117/XH05 4C117/XH07 4C117/XJ24 4C117/XK13 
4C117/XQ07 4C127/AA02 4C127/BB03 4C127/JJ03 4C127/LL13 4C161/AA03 4C161/AA04 4C161
/BB01 4C161/CC06 4C161/DD07 4C161/GG11 4C161/GG28 4C161/HH51 4C161/HH60 4C161/JJ06 
4C161/JJ15 4C161/JJ17 4C161/JJ19 4C161/NN03 4C161/NN10 4C161/UU03 4C161/UU06 4C161
/UU07 4C161/UU08 4C161/UU09

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：以无布局的方式提供大量天线，同时保持灵活性和轻量化，并具有出色的耐用性。 解决方案：一种导电片，该导电
片形成为覆盖受试者的身体的一部分，并且使用散布在该导电片上的导电片将信号传输到附近的通信模块。 多个通信模块，以及具
有包括使用该通信模块的二维扩展信号传输技术的具有基板的衣服，用于与外部设备与多个通信模块中的至少一个通信模块进行通
信。 导电片具有用于传输空间传播信号的区域，使得通信装置可以将在空间中传播的空间传播信号发送，接收或发送/接收外部设
备。 。 [选择图]图3
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